
近
江
銀
行

の
軌
跡

－
日
本
銀
行
特
別
融
通
と
の
関
連
1

傳

田

功

は
し
が
き

　
明
治
時
代
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
わ
が
国
の
金
融
史
を
ふ
り
返
る
と
、
い
わ
ゆ
る
金
融
恐
慌
が
数
次
に
わ
た
り
発
生
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
恐
慌
を
機
に
全
国
各
地
の
銀
行
で
、
預
金
の
取
付
け
や
休
業
と
い
っ
た
事
態
が
数
多
く
生
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
当
時

の
銀
行
経
営
者
達
に
と
っ
て
、
預
金
の
取
付
け
ほ
ど
恐
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
金
融
恐
慌
時
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
平
時
に
お
い
て
も
彼
等

の
最
も
苦
慮
し
た
と
こ
ろ
は
、
預
金
の
取
付
け
に
備
え
て
の
支
払
い
準
備
の
充
実
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
と
く
に
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
の
反
動
恐
慌
以
後
、
銀
行
の
預
金
取
付
け
に
見
舞
わ
れ
る
機
会
が
多
く
、
他
の
要
因
と
と
も
に
、
中
小
銀
行
を
中
心
に
、

銀
行
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
、
日
銀
特
融
な
ど
に
よ
る
救
済
も
空
し
く
、
や
が
て
昭
和
二
年
に
至
り
い
わ
ゆ
る
昭
和
金

融
恐
慌
に
当
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
小
論
に
お
い
て
は
、
明
治
二
七
年
の
創
設
以
来
本
店
を
大
阪
市
に
お
き
な
が
ら
も
、
創
業
以
来
の
因
縁
か
ら
、
滋
賀
県
と
も
終
始
深
い
つ
な

が
り
を
維
持
し
て
き
た
近
江
銀
行
を
と
り
あ
げ
、
と
く
に
第
一
次
大
戦
期
か
ら
昭
和
金
融
恐
慌
期
に
至
る
ま
で
の
、
同
行
の
歴
史
を
検
討
す
る

こ
と
を
主
題
と
し
た
。
近
江
銀
行
は
第
一
次
大
戦
中
、
業
績
著
し
く
伸
長
し
、
大
正
六
年
に
は
国
債
引
受
け
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
に
も
加
盟
す
る
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二

有
力
銀
行
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
て
い
た
が
、
大
正
九
年
春
の
反
動
恐
慌
以
来
経
営
の
不
振
が
続
き
、
大
正
＝
二
年
の
大
幅
な
整
理
等

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
期
に
破
綻
し
、
や
が
て
他
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
江
銀
行
の
歴
史
を
通
じ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
創
業
当
初
か
ら
日
本
銀
行
と
の
関
係
が
深
く
、
頭
取
や
役
物
に
日
銀
関
係
者
を
迎
え
た

り
、
し
ば
し
ば
日
銀
特
別
融
通
に
依
存
す
る
な
ど
、
日
銀
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
小
論
に
お
い
て
は
、
近
江
銀
行
と
日
銀
特

融
と
の
関
連
を
中
心
に
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
昭
和
金
融
恐
慌
期
に
至
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
救
済
融
資
の
意
義
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
み

　
　
　
（
1
）

た
い
と
思
う
。

　
　
（
1
）
　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
近
江
銀
行
に
関
し
、
本
誌
に
「
近
江
銀
行
の
破
綻
一
昭
和
金
融
恐
慌
の
一
側
面
l
」
（
『
研
究
紀
要
』
第
六
号
所
収
）
お
よ
び
「
滋
賀
県
下
に
お
け
る
金
融

　
　
　
恐
慌
i
昭
和
金
融
恐
慌
を
中
心
と
し
て
l
」
（
『
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
所
収
）
の
二
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
回
の
小
論
で
は
、
近
江
銀
行
と
日
本
銀
行
と
の
関
連
、
す
な

　
　
　
わ
ち
日
銀
か
ら
の
人
的
、
資
金
的
援
助
の
過
程
を
中
心
に
と
り
上
げ
、
破
綻
に
至
る
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
と
し
た
。
昭
和
金
融
恐
慌
期
に
お
け
る
預
金
取
付
け
の
実
態

　
　
　
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
記
二
稿
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
論
に
お
い
て
は
詳
述
を
さ
け
る
こ
と
と
し
た
。

一一

ﾟ
江
銀
行
の
設
立
と
発
展

　
近
江
銀
行
は
明
治
二
七
年
三
月
、
滋
賀
県
下
の
有
力
者
小
泉
新
助
、
山
中
利
右
衛
門
、
伊
藤
忠
兵
衛
、
下
郷
傳
平
、
中
村
治
兵
衛
、
堤
惣
平
、

阿
部
周
吉
お
よ
び
田
村
正
寛
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
資
本
金
五
〇
万
円
の
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
前
記
発
起
人
の
う
ち
田
村
正

寛
を
除
き
他
は
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
近
江
商
人
で
あ
り
、
同
行
は
ま
さ
し
く
「
江
州
商
人
ノ
主
タ
ル
事
業
ナ
ル
綿
業
関
係
ノ
金
融
機
関
ト
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

同
地
出
身
者
二
依
リ
テ
大
阪
市
二
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
た
。
近
江
銀
行
は
本
店
を
大
阪
市
東
区
備
後
町
三
丁
目
に
お
き
、
頭
取
に

小
泉
新
助
、
取
締
役
と
し
て
伊
藤
忠
兵
衛
、
下
郷
草
平
、
中
村
治
兵
衛
ら
が
就
任
し
て
い
る
。
同
行
は
創
業
当
初
よ
り
支
店
を
滋
賀
県
愛
知
郡

愛
知
川
村
（
現
愛
知
川
町
）
に
設
置
し
・
そ
の
後
も
・
郷
土
ノ
関
係
上
警
県
各
地
二
支
店
網
ヲ
張
児
L
預
金
の
吸
収
に
つ
と
め
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
創
設
後
数
ヵ
年
の
同
行
の
経
営
は
好
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
同
行
は
明
治
買
入
年
一
月
、
資
本
金
を
一
〇
〇
万
円
に
増
資
し
て



い
る
が
、
明
治
二
九
年
、
日
清
戦
争
後
の
財
界
反
動
に
直
面
し
、
取
引
先
の
営
業
不
振
が
同
行
の
経
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
最
初
の
困
難
に

当
面
し
て
い
る
が
、
伊
藤
忠
兵
衛
ら
が
整
理
の
矢
面
に
立
っ
て
危
機
を
回
避
し
て
い
る
。
同
行
は
そ
の
後
も
営
業
好
転
せ
ず
、
明
治
三
…
年
営

業
刷
新
の
た
め
日
銀
に
援
助
を
要
請
し
、
同
行
よ
り
専
務
取
締
役
に
島
郁
太
郎
を
、
ま
た
支
配
人
に
池
田
経
三
郎
を
迎
え
て
い
る
。
後
年
（
昭

和
四
年
）
の
日
銀
調
査
局
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
日
清
戦
争
後
一
般
財
界
ノ
動
揺
二
際
会
ス
ル
や
当
行
（
近
江
銀
行
、
筆
者
注
）

取
引
先
中
打
撃
ヲ
蒙
レ
ル
モ
ノ
勘
カ
ラ
ス
從
テ
当
行
ノ
業
績
面
白
カ
ラ
ス
加
フ
ル
ニ
経
営
者
其
人
ヲ
得
サ
リ
シ
爲
関
下
二
経
営
困
難
ノ
状
態
二

陥
リ
シ
ヲ
以
テ
同
三
十
一
年
本
行
二
援
助
ヲ
求
ム
ル
ト
同
時
二
専
務
二
島
郁
太
郎
、
支
配
人
二
池
田
経
三
郎
ノ
両
氏
ヲ
迎
へ
、
行
務
刷
新
ヲ
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

リ
整
理
ヲ
進
鍋
取
ル
カ
、
…
…
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
近
江
銀
行
と
日
銀
と
の
関
係
が
す
で
に
こ
の
時
期
よ
り
深
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
前
記
の
池
田
経
三
郎
は
、
明
治
四
四
年
よ
り
近
江
銀
行
頭
取
と
な
り
、
大
正
一
二
年
に
至
る
ま
で
そ
の
任
に

あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
明
治
三
三
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
、
わ
が
国
経
済
は
深
刻
な
金
融
恐
慌
に
当
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
三
三
年
［
○
月
、
熊
本
市
の

第
九
銀
行
の
支
払
い
停
止
に
端
を
発
し
た
金
融
恐
慌
は
、
九
州
地
方
に
伝
播
し
、
翌
三
四
年
春
に
は
、
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
の
諸
都
市
に
波

及
し
、
大
阪
市
で
は
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
北
村
銀
行
、
七
十
九
銀
行
、
難
波
銀
行
な
ど
が
相
つ
い
で
休
業
し
、
同
市
内
他
行
で
も
取
付

け
が
相
つ
ぎ
、
恐
慌
状
態
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
当
時
近
江
銀
行
は
、
大
阪
市
の
本
店
の
外
、
滋
賀
県
下
に
愛
知
川
支
店
及
び
同
支
店
能
登
川
出
張
所
を
お
き
、
京
都
市
に
も
支
店
を
設
置
し

て
い
た
。
三
四
年
五
月
号
じ
め
、
県
下
の
前
記
支
店
、
出
張
所
が
取
付
け
に
あ
い
、
県
下
の
他
行
で
も
同
様
の
経
過
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
江
銀
行
第
一
五
期
営
業
報
告
書
（
明
治
三
四
年
上
期
）
所
収
の
「
営
業
ノ
景
況
」
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
る
。

「
二
季
二
入
リ
前
途
金
融
界
ノ
内
部
二
潜
伏
シ
タ
ル
不
穏
ノ
情
況
ハ
既
二
九
州
其
他
ノ
地
方
二
其
萌
芽
ヲ
顯
ハ
シ
漸
次
京
阪
地
方
恐
慌
来
ヲ
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
い
　
　
　
　
　
け
ん
べ
つ

フ
ニ
至
リ
翠
玉
銀
行
支
払
停
止
ア
リ
動
揺
彌
・
甚
シ
ク
風
聲
鶴
川
玉
石
ヲ
瓢
別
ス
ル
ノ
逗
ナ
ク
預
金
取
付
ナ
キ
ノ
銀
行
殆
ト
稀
ナ
ル
ノ
有
様
ナ

近
江
銀
行
の
軌
跡
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四

リ
シ
此
二
号
テ
各
号
藁
菰
只
管
準
備
二
努
メ
専
ラ
自
衛
ノ
途
ヲ
執
り
タ
リ
從
テ
商
工
業
者
資
金
ノ
運
転
益
々
梗
澁
シ
困
難
愈
々
其
事
ヲ
高
メ
破

綻
頻
々
ト
シ
テ
生
シ
経
済
界
ハ
一
大
乱
麻
ノ
状
ヲ
呈
シ
全
然
恐
慌
ノ
實
ヲ
顯
出
セ
リ
此
際
二
処
シ
テ
当
行
一
等
ラ
戒
厳
慎
重
ヲ
加
へ
甚
シ
キ
失

体
ヲ
視
サ
リ
シ
ト
錐
モ
｝
般
有
価
証
券
価
格
ノ
下
落
ト
往
年
改
革
ノ
際
滞
貨
ニ
シ
テ
猶
ホ
回
収
ノ
見
込
ノ
ア
リ
ト
セ
シ
モ
ノ
コ
ノ
恐
慌
ノ
打
撃

二
面
ヘ
ス
遂
二
破
綻
ヲ
来
タ
ス
ニ
至
リ
タ
レ
ハ
本
行
ハ
早
晩
其
損
害
ヲ
蒙
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
熟
々
銀
行
ノ
前
途
ヲ
考
フ
レ
ハ
断
然
之
力
処
分
ヲ
爲

シ
二
二
善
後
策
ヲ
立
ツ
ル
ヲ
以
テ
最
モ
利
益
ナ
リ
ト
信
シ
債
権
ノ
内
回
収
不
確
実
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ヲ
損
失
二
立
テ
巨
額
ノ
繰
越
欠
損
ヲ
見
ル
ニ

　
　
　
〔
4
）

至
り
シ
ナ
リ
L

　
近
江
銀
行
で
は
金
融
恐
慌
下
の
三
四
年
六
月
二
二
日
、
頭
取
小
泉
新
助
が
死
去
し
、
七
月
二
八
日
同
行
定
時
総
会
お
よ
び
臨
時
総
会
を
開
催
、

取
締
役
並
び
に
監
査
役
の
選
挙
を
行
な
い
、
新
た
に
取
締
役
頭
取
に
伊
藤
忠
兵
衛
、
専
務
取
締
役
島
郁
太
郎
、
取
締
役
薩
摩
治
兵
衛
、
同
瀬
尾

喜
兵
衛
、
同
西
田
庄
助
、
同
阿
部
房
次
郎
、
監
査
役
前
川
善
三
郎
、
同
市
田
彌
一
郎
ら
を
選
任
し
て
い
る
。
（
こ
の
う
ち
日
銀
出
身
の
島
郁
太
郎
は

同
年
一
〇
月
一
日
付
で
辞
任
し
て
い
る
。
）
新
し
い
経
営
陣
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
前
述
の
よ
う
な
経
過
に
よ
る
四
〇
万
円
に
及
ぶ
前
期
繰
越
欠
損

金
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
九
月
二
四
日
臨
時
総
会
を
開
き
、
資
本
金
一
〇
〇
万
円
を
半
額
に
減
ら
し
、
資
本
金
五
〇
万
円
の
う
ち
未
払
込
分
五

万
円
は
払
込
み
を
免
除
、
払
込
済
に
か
か
る
四
五
万
円
の
う
ち
四
〇
万
円
で
前
期
の
欠
損
を
償
却
し
、
五
万
円
を
株
主
に
払
戻
す
こ
と
と
し
て

い
る
。
不
況
下
に
お
け
る
か
よ
う
な
対
応
は
、
近
江
銀
行
の
経
営
に
と
っ
て
容
易
な
ら
ざ
る
重
荷
で
あ
っ
た
。
同
行
第
一
六
期
営
業
報
告
書
（
明

治
三
四
年
下
期
）
所
収
の
「
営
業
ノ
景
況
」
に
よ
り
当
時
の
状
況
を
記
し
て
お
き
た
い
。

「
自
誓
以
来
引
続
キ
金
融
界
劇
甚
ナ
ル
恐
慌
ヲ
呈
シ
タ
ル
ノ
後
ヲ
承
ケ
テ
本
季
二
入
り
商
工
界
ハ
萎
靡
沈
倫
ヲ
極
量
我
同
業
者
モ
亦
タ
営
々
自

衛
切
二
財
界
ノ
状
況
二
注
意
シ
テ
容
易
町
議
警
戒
ヲ
解
カ
ズ
其
後
対
外
貿
易
ハ
梢
や
好
況
二
米
穀
豊
穣
ノ
忌
日
普
フ
シ
テ
経
済
界
或
ハ
漸
次
恢

復
二
至
ラ
ン
カ
ト
ノ
望
ナ
キ
ニ
非
ザ
リ
シ
モ
何
分
恐
慌
後
ノ
困
弊
未
ダ
癒
ヘ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
米
価
ノ
下
落
其
他
諸
般
ノ
関
係
ヨ
リ
不
景
気
ノ

声
ハ
全
国
二
渉
リ
會
マ
信
用
ア
ル
モ
ノ
ハ
袖
手
シ
テ
成
行
ヲ
観
望
シ
其
薄
弱
ナ
ル
モ
ノ
ハ
彌
縫
二
汲
々
タ
ル
ノ
有
様
ニ
シ
テ
年
末
二
至
ル
モ
資



金
ノ
需
要
更
二
等
ラ
ズ
從
テ
銀
行
ハ
徒
二
遊
金
ヲ
抱
キ
テ
放
資
ノ
途
ナ
ク
極
メ
テ
寂
實
沈
静
ノ
裡
二
本
期
ヲ
終
レ
リ
当
行
ハ
此
際
二
於
テ
改
革

ヲ
行
ヒ
只
管
基
礎
ノ
輩
固
ト
確
実
ナ
ル
業
務
ノ
発
達
ト
ヲ
計
り
大
二
其
面
目
ヲ
更
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
モ
財
界
十
二
前
述
ノ
如
キ
秋
二
際
シ
特

二
之
ヲ
断
行
ス
其
十
分
ノ
利
益
ヲ
得
ル
コ
ト
画
餅
ザ
リ
シ
バ
又
実
二
巳
ム
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
ニ
属
ス
然
リ
ト
錐
モ
幸
ニ
シ
テ
弦
二
幾
分
ノ
利
益
ヲ

見
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
ハ
当
行
ノ
栄
ト
ス
ル
筆
筒
シ
テ
今
後
一
層
鋭
意
着
実
二
商
業
機
関
タ
ル
ノ
本
分
ヲ
蓋
シ
以
テ
世
ノ
望
二
背
カ
ザ
ラ
ン
事
ヲ

　
（
5
）

庶
幾
ス
L

　
前
述
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
三
四
年
＝
一
月
末
の
決
算
に
お
い
て
は
、
近
江
銀
行
は
と
も
か
く
も
二
万
五
八
六
八
円
四
一
銭
の
純
益
金
を

計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
江
銀
行
は
明
治
三
〇
年
代
後
半
期
以
降
、
減
資
に
よ
る
不
良
貸
の
整
理
な
ど
を
経
て
、
業
績
も
次
第
に
安
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
前
述
の

よ
う
に
明
治
三
四
年
下
期
に
二
万
五
入
六
入
予
予
に
と
ど
ま
っ
た
純
益
も
、
そ
の
後
増
大
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
四
三
年
下
期
に
は
、
当
期

純
益
金
と
し
て
八
万
入
七
三
九
円
余
を
計
上
し
て
い
る
。

　
一
方
明
治
三
〇
年
代
順
か
ら
の
同
行
の
歴
史
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
か
ら
積
極
的
に
小
銀
行
を
買
収
、
合
併
し
、
数
次

に
及
ぶ
増
資
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
わ
が
国
の
銀
行
は
、
業
態
の
不
明
確
な
零
細
小
銀
行
が
濫
立
し
、
明
治
二
〇
年

代
を
通
じ
て
そ
の
数
が
急
速
に
増
加
し
、
ピ
ー
ク
を
な
す
明
治
三
四
年
に
は
普
通
銀
行
の
み
で
一
、
入
六
七
行
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
か
よ

う
な
事
態
は
銀
行
乱
立
の
そ
し
り
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
政
府
も
そ
の
弊
害
を
重
視
し
、
明
治
二
九
年
四
月
、
「
銀
行
合
併
法
」
を
制
定
し
、

銀
行
合
併
政
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
前
述
の
明
治
三
三
～
三
四
年
の
恐
慌
は
、
地
方
小
銀
行
の
破
綻
を
続
出
さ
せ
、
こ
れ

を
契
機
に
銀
行
の
集
中
、
合
併
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
江
銀
行
は
滋
賀
県
下
に
お
い
て
、
明
治
三
八
年
一
月
長
浜
銀
行
を
合
併
、
翌
三
九
年
六
月
湖
東
銀
行
を
買
収
、
同
年
一
〇
月
に
は
日
野
銀

行
お
よ
び
大
津
銀
行
を
買
収
し
、
そ
の
都
度
増
資
を
行
な
い
、
明
治
三
九
年
末
に
は
資
本
金
二
〇
〇
万
円
を
有
す
る
有
力
銀
行
に
成
長
し
て
い

近
江
銀
行
の
軌
跡

五



（第1表）　近江銀行第34期貸借対照表　　（明治43年下期）

資　　　産 金　　　額 負　　　債 金　　　額

貸付金及当座預金貸越

п@　引　　手　　形

ﾗ付為替手形
ｼ　　店　　へ　　貸

伯�ﾂ及大蔵省証券
a　　　ケ　　　金

･込未済資本金
c業用地所建物什器
焉@　銀　　在　　高

　　　　円
P，711，835，710

P0，902，696，090

@200，439．510
P，816，007，520

P，198，023，250

@11，686．090
@258，850．000

@108，164．950
P，935，278，030

諸　　預　　リ　金

d払送金為替手形
ｼ　店　ヨ　リ　借
ﾄ　割　引　手　形
�絈ц�ｿ及未払利息

早@　　本　　　金
刀@　　立　　　金

d払未済割賦金
O期繰越益金
磨@期　純　益　金

　　　　円
P3，060．586260

@11，424．740
P，932，026，090

@750，000．000

@15，000．000
Q，000，000，000

@262，336．440

@1，229．530
@15，638．120
@88，739．970

合　　　　　計 18，142，981，150 合　　　　　計 18，142，981，150

近
江
銀
行
の
軌
跡

（出所）近江銀行『第34期営業報告書』による。

（第2表）　　滋賀県普通銀行主要勘定　（明治44年末）

銀　　行 資本金
払　込
走{金 預　　金 貸出金

所　　有
L価証券

円 円 円 円 円

栗太銀行 200，000 100，000 809，948 579，481 146，810

江頭農産銀行 200，000 125，000 888，033 557，676 177，700

寺庄銀行 100，000 60，000 297，801 311，275 21，850

甲賀銀行 160，000 96，000 569，526 597，660 33，500

淡海下田銀行 80，000 64，000 388，934 383，099 10，750

八幡銀行 500，000 350，000 2，912，635 1，002，647 631，450

蒲生銀行 75，000 60，000 256，379 173，006 6，000

百三十三銀行 500，000 400，000 1，805，295 637，832 226，038

近江商業銀行 500，000 312，500 1，498，900 772，952 69，900

二十一銀行 500，000 240，000 686，510 421，700 239，100

柏原銀行 30，000 7，500 93，664 65，460 2，500

江北銀行 140，000 87，500 345，287 368，060 59，425

伊香銀行 160，000 1GG，000 72，620 155，133 9，220

高島銀行 95，000 95，000 683，679 355，989 26，750

六

（出所）滋賀本編『明治44年滋賀県統計全書』により作成。預金は公金および普

　　通預金の年末残高、貸出金は貸付金および当座預金貸越の年末残高、有
　　価証券は券面価額で示している。



る
。
こ
の
間
明
治
三
六
年
七
月
伊
藤
忠
兵
衛
が
死
去
し
、
瀬
尾
喜
兵
衛
が
頭
取
と
な
っ
た
が
、
明
治
四
四
年
、
さ
き
に
日
銀
よ
り
派
遣
さ
れ
、

支
配
人
の
地
位
に
あ
っ
た
池
田
経
三
郎
が
頭
取
に
就
任
、
以
来
積
極
．
的
な
経
営
方
針
を
打
出
し
、
翌
四
五
年
五
月
、
資
本
金
を
四
〇
〇
万
円
に

増
資
し
、
近
畿
、
中
国
地
方
に
支
店
、
出
張
所
を
開
設
し
て
預
金
の
吸
収
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
か
ら
全
国
に
わ
た
り
為
替
取
引

先
を
開
き
、
ま
た
手
形
こ
と
に
小
額
手
形
割
引
の
利
便
を
は
か
り
、
中
小
商
工
業
者
の
金
融
機
関
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
第
1
表
は
明
治
四
三
年
下
期
の
同
行
の
貸
借
対
照
表
で
あ
る
が
、
創
設
当
時
に
比
す
る
と
、
預
金
は
漸
増
し
て
一
、
三
〇
〇
万
円
に
達
し
、

貸
出
に
つ
い
て
も
貸
付
金
、
当
座
貸
越
、
割
引
手
形
を
合
わ
せ
て
一
二
六
一
万
円
に
増
大
す
る
な
ど
、
営
業
全
般
に
わ
た
り
改
善
が
み
ら
れ
て

い
る
。
第
2
表
は
当
時
滋
賀
県
に
本
店
を
有
し
て
い
た
普
通
銀
行
の
主
要
勘
定
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
末
年
当
時
、
近
江
銀
行
は
こ
れ

ら
県
内
諸
銀
行
に
比
し
、
資
本
金
そ
の
他
に
お
い
て
、
か
な
り
上
回
る
内
容
を
も
つ
銀
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　
　
（
1
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
昭
和
編
』
第
二
四
巻
、
昭
和
四
四
年
、
二
六
頁
。

　
　
（
2
）
　
同
右
、
二
六
頁
。

　
　
（
3
）
　
同
右
、
四
＝
二
頁
。

　
　
（
4
）
　
近
江
銀
行
『
第
一
五
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
る
。

　
　
（
5
）
　
近
江
銀
行
『
第
一
六
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
る
。

三
　
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
動
向

　
わ
が
国
経
済
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
、
近
江
銀
行
の
歴
史
に
画
期
的
な
一
時
期
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
大
正
三
年
八
月
の
大
戦
勃
発
濫
費
一
ヵ
年
間
は
、
為
替
取
引
の
杜
絶
や
そ
れ
に
も
と
つ
く
輸
出
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
途
に
対
す
る

非
観
的
観
測
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
近
江
銀
行
第
四
二
期
営
業
報
告
書
（
大
正
三
年
下
期
）
は
、
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
、
当
下
半
期
ノ
最
初
二
丁
テ
日
本
銀
行
金
利
ノ
引
上
ゲ
ア
リ
経
済
界
ハ
依
然
不
振
ノ
状
況
ヲ
維
持
セ
リ
折
柄
欧
洲
ノ
大
戦
乱
勃
発
シ
テ
各
国

近
江
銀
行
の
軌
跡

七



近
江
銀
行
の
軌
跡

入

金
利
ノ
暴
騰
経
済
界
ノ
混
乱
ハ
延
テ
我
国
政
治
経
済
両
方
面
二
甚
大
ノ
打
撃
ヲ
与
へ
米
価
ノ
下
落
ト
相
器
チ
テ
益
人
気
ヲ
錆
沈
セ
シ
メ
対
外
貿

易
ハ
勿
論
内
地
商
工
業
ト
モ
一
般
二
萎
靡
不
振
ヲ
極
メ
時
二
破
綻
者
ヲ
サ
へ
出
ス
ニ
至
リ
金
融
ノ
前
途
容
易
二
楽
観
ヲ
許
サ
ず
ル
モ
ノ
ア
リ
シ

が
敦
レ
モ
一
層
ノ
注
意
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ト
爾
来
欧
洲
市
場
ノ
秩
序
幾
分
恢
復
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
ノ
爲
メ
財
界
ハ
漸
次
落
全
篇
様
ト
ナ
リ
一
時
懸
念
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ラ
レ
シ
年
末
モ
頗
ル
平
穏
ノ
裡
二
経
過
シ
タ
リ
L

　
大
正
四
年
下
期
ご
ろ
よ
り
日
本
経
済
は
好
況
に
転
じ
、
や
が
て
大
戦
景
気
を
謳
歌
す
る
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鉱
工
業
生
産
指
数

は
、
大
正
三
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
同
五
年
に
は
一
七
〇
・
四
、
終
戦
の
同
七
年
に
は
三
四
二
・
九
、
翌
入
興
に
は
さ
ら
に
四
二
四
・
七
へ
と

上
昇
し
て
い
る
。
輸
出
の
増
大
に
よ
り
国
際
収
支
は
受
取
超
過
を
示
し
、
外
貨
保
有
量
の
増
大
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
輸
出
増
加
と
結
び
つ
い
た

好
況
は
、
新
し
い
投
資
機
会
を
拡
大
し
、
国
内
に
お
い
て
は
設
備
投
資
の
増
大
や
商
業
活
動
の
著
し
い
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
間
企
業

利
潤
の
増
大
も
著
し
く
、
主
要
各
事
業
の
戦
前
の
利
益
率
は
、
一
割
台
か
ら
多
く
て
三
割
台
で
あ
っ
た
の
が
、
大
正
五
年
ご
ろ
よ
り
目
立
っ
て

増
加
し
、
六
、
七
年
に
は
高
い
利
益
率
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
大
正
七
年
下
期
の
海
運
業
の
利
益
率
は
一
九
割
を
こ
え
、
造
船
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
四
割
、
綿
糸
紡
績
業
で
一
｝
割
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
近
江
銀
行
も
大
正
四
年
下
半
期
ご
ろ
か
ら
、
預
金
、
貸
出
と
も
著
し
く
伸
長
し
、
同
年
東
京
市
日
本
橋
区
堀
留
町
に
東
京
支
店
を
開
設
、
同

六
年
資
本
金
を
一
、
○
○
○
万
円
に
増
加
、
翌
七
年
に
は
同
じ
江
州
県
の
東
京
銀
行
を
合
併
し
て
一
、
五
〇
〇
万
円
に
増
資
、
関
東
地
方
で
の

営
業
基
盤
を
拡
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
九
年
に
至
り
資
本
金
を
三
、
○
○
○
万
円
と
し
、
関
西
有
数
の
銀
行
と
し
て
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
六
年
頃
同
行
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
団
に
加
盟
し
、
「
内
外
国
債
引
受
ノ
要
務
二
当
リ
一
方
外
国
製
替
業
務
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

新
設
ト
同
時
二
信
託
業
務
ノ
兼
営
ヲ
モ
開
始
シ
同
業
者
間
二
漸
次
重
キ
ヲ
爲
ス
」
に
至
っ
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
、
東
西
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
銀
行
の
年
末
預
金
残
高
の
推
移
を
み
る
と
、
と
り
わ
け
有
力
銀
行
の
預
金
吸
収
の
伸
び
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
近
江
銀
行
の
場
合
も
、

第
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
三
年
末
の
預
金
残
高
に
比
し
、
同
八
年
末
の
預
金
残
高
は
九
倍
近
く
の
伸
び
を
示
し
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
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近
江
銀
行
の
軌
跡

一
〇

行
中
最
高
の
伸
び
を
実
現
し
て
い
た
。
諸
貸
出
金
に
つ
い
て
も
、
そ
の
伸
び
は
著
し
く
、
大
正
入
年
末
に
一
億
四
、
九
一
〇
万
円
に
達
し
、
戦
前

の
約
八
倍
と
な
り
、
其
の
他
の
諸
勘
定
お
よ
び
収
益
状
況
に
つ
い
て
も
、
極
め
て
順
調
な
発
展
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
江
銀
行
が
大

戦
中
に
か
よ
う
な
拡
大
を
な
し
え
た
の
は
、
同
行
が
取
引
関
係
の
多
か
っ
た
業
界
、
す
な
わ
ち
綿
糸
布
を
中
心
と
す
る
繊
維
関
係
部
門
の
、
大

戦
中
に
お
け
る
空
前
の
好
況
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
例
え
ば
綿
糸
の
部
門
に
お
い
て
は
、
「
四
年
下
半
期
よ
り
所
謂
大
戦
景
気
漸
く
勃

興
し
、
欧
州
品
に
代
り
東
洋
・
南
洋
・
印
度
其
他
各
地
へ
輸
出
激
増
を
来
し
供
給
不
足
を
告
ぐ
る
に
至
り
、
翌
五
年
以
降
内
地
一
般
景
気
の
熱

狂
的
上
昇
、
機
業
の
好
況
に
伴
い
糸
価
暴
騰
し
六
年
七
月
に
は
四
百
七
十
円
て
ふ
取
引
所
開
始
以
来
の
最
高
記
録
を
作
り
、
我
が
紡
績
業
は
未

曽
有
の
活
況
を
来
し
、
各
社
工
場
の
拡
張
新
設
相
つ
い
で
起
り
、
空
前
の
黄
金
時
代
を
現
雌
」
し
て
い
た
。
近
江
銀
行
の
歴
史
に
お
い
て
、
大

戦
期
業
績
の
伸
張
は
活
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
前
述
の
よ
う
な
綿
業
部
門
の
好
況
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

　
大
正
七
年
一
一
月
、
休
戦
条
約
が
成
立
し
、
そ
の
後
休
戦
に
伴
う
景
気
の
反
動
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
局
部
的
な
破
綻
露
呈
に
と
ど
ま
り
、
翌

八
年
五
、
六
月
ご
ろ
か
ら
、
終
戦
景
気
が
台
頭
し
、
物
価
の
高
騰
、
商
品
市
況
の
活
況
な
ど
を
さ
き
が
け
と
し
て
、
急
速
に
企
業
熱
が
高
ま
り
、

戦
時
中
に
も
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
盛
況
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
江
銀
行
第
五
二
期
営
業
報
告
書
（
大
正
入
年
下
期
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
状
況
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
九
月
ヨ
リ
十
月
型
置
リ
物
価
未
曽
有
ノ
昂
騰
ハ
米
高
生
糸
高
ニ
ヨ
ル
地
方
ノ
好
況
ト
相
法
ツ
テ
益
投
機
熱
ヲ
煽
り
株
式
商
品
両
市
場
二
於
ケ

ル
取
引
ハ
股
盛
ヲ
極
メ
事
業
会
社
ノ
新
設
拡
張
貢
挙
ケ
テ
数
フ
ヘ
カ
ラ
ス
財
界
ハ
空
前
ノ
活
況
ヲ
呈
シ
タ
レ
ハ
資
金
ノ
需
要
益
旺
盛
二
金
融
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

場
ハ
頗
ル
繁
忙
ノ
状
ヲ
呈
シ
タ
リ
」

　
日
銀
は
前
述
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
同
年
一
〇
月
、
一
一
月
に
わ
た
り
、
両
度
公
定
歩
合
の
引
上
げ
を
行
な
い
投
機
の
抑
制
に
つ
と
め
た

が
、
「
企
業
熱
ノ
旺
盛
ト
物
価
ノ
昂
騰
ト
ハ
歳
末
決
済
取
引
ヲ
彌
分
葱
ニ
モ
膨
大
セ
シ
メ
市
場
ハ
逐
日
繁
忙
ヲ
呈
シ
免
換
券
発
行
高
亦
空
前
ノ
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

額
二
上
リ
金
利
ハ
一
時
稀
有
ノ
高
率
ヲ
唱
フ
ル
」
状
況
と
な
っ
て
い
た
。



　
近
江
銀
行
は
大
正
豊
年
下
期
に
も
好
成
績
を
収
め
、
純
益
金
も
大
正
七
年
下
期
に
比
し
大
幅
の
増
加
を
示
し
て
い
た
。
八
年
下
期
の
営
業
報

告
書
に
よ
れ
ば
「
此
間
二
分
テ
銀
行
ハ
常
二
万
事
二
細
心
ノ
注
意
ヲ
払
ヒ
放
資
ノ
選
択
ニ
ハ
最
モ
意
ヲ
用
ヒ
タ
ル
所
ニ
シ
テ
当
半
期
モ
良
好
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

成
績
ヲ
収
メ
且
其
取
扱
高
二
於
テ
モ
著
シ
キ
進
境
ヲ
示
ス
コ
ト
ヲ
翠
黛
ル
ハ
至
幸
ト
ス
ル
所
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
第
「
次
大
戦
中
の
近
江
銀
行
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
が
、
東
京
銀
行
の
合
併
で
あ
っ
た
。
同
銀
行
は
明
治
二
九
年
二
月
、

設
立
認
可
さ
れ
た
銀
行
で
、
東
京
呉
服
木
綿
問
屋
組
合
の
機
関
銀
行
と
し
て
創
設
さ
れ
て
お
り
、
株
主
の
な
か
に
は
薩
摩
治
兵
衛
、
前
川
太
兵

衛
、
小
林
喜
右
衛
門
ら
多
く
の
近
江
商
人
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
明
治
四
〇
年
か
ら
前
川
太
兵
衛
が
頭
取
と
な
っ
て
い
た
が
、
大
正
七
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

近
江
銀
行
に
合
併
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
日
銀
資
料
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
合
併
当
時
ハ
綿
糸
布
織
物
諸
書
川
商
店
主

前
川
太
兵
衛
ノ
主
宰
セ
ル
資
本
金
五
百
万
円
（
三
百
五
十
万
円
払
込
）
ノ
ニ
流
銀
行
ナ
リ
シ
カ
、
大
阪
方
面
二
塁
テ
綿
業
界
二
独
特
ノ
地
盤
ヲ
開

拓
セ
ル
同
行
（
近
江
銀
行
、
筆
者
註
）
ハ
、
東
京
方
面
ヘ
ノ
進
出
ヲ
画
策
シ
大
正
七
年
東
京
銀
行
ト
ノ
合
併
談
持
上
り
、
同
年
七
月
二
十
二
日
両

行
株
主
総
会
二
於
テ
之
ヲ
決
議
シ
、
十
月
七
日
ヨ
リ
從
来
ノ
東
京
銀
行
ヲ
近
江
銀
行
東
京
支
店
ト
シ
、
同
時
二
東
京
銀
行
ノ
深
川
、
神
田
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

郷
、
小
石
川
ノ
各
支
店
ヲ
近
江
銀
行
支
店
ト
ナ
シ
、
一
切
ノ
営
業
ヲ
引
継
営
業
ス
ル
コ
ト
・
ナ
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
」

　
東
京
銀
行
の
吸
収
合
併
は
、
東
京
市
な
い
し
関
東
地
方
へ
の
進
出
を
め
ざ
す
池
田
頭
取
の
積
極
的
な
釆
配
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

た
だ
こ
の
東
京
進
出
が
や
が
て
近
心
破
綻
の
一
因
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
た
い
。

　
　
（
1
）
　
近
江
銀
行
『
第
四
二
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
る
。

　
　
（
2
）
　
高
橋
亀
吉
『
大
正
昭
和
財
界
変
動
史
』
（
上
巻
）
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
三
〇
年
、
七
六
～
七
七
頁
参
照
。

　
　
（
3
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
編
、
前
掲
書
、
四
＝
二
頁
。

　
　
（
4
）
　
日
本
織
物
新
聞
社
編
『
大
日
本
織
物
二
干
六
百
年
史
』
（
下
巻
）
、
昭
和
｝
六
年
、
五
七
頁
。

　
　
（
5
）
　
近
江
銀
行
『
第
五
二
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
る
。

　
　
（
6
）
（
7
）
　
同
右
。

　
　
（
8
）
　
東
京
銀
行
に
つ
い
て
は
、
高
橋
久
｝
「
東
京
銀
行
と
近
江
銀
行
の
合
併
問
題
－
小
林
吟
興
衛
門
商
店
金
聾
を
中
心
に
一
」
（
地
方
金
融
史
研
究
会
編
『
地
方
金
融
史
研
究
』
第

近
江
銀
行
の
軌
跡

一
一



近
江
銀
行
の
軌
跡

　
九
号
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
編
、
前
掲
書
、

四
一
六
頁
。

一
二

四
　
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
と
日
銀
特
融

　
大
正
九
年
三
月
、
わ
が
国
経
済
は
深
刻
な
反
動
恐
慌
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
の
好
況
期
に
銀
行
貸
出
が
無
点
に

流
れ
、
信
用
が
過
大
の
膨
張
を
と
げ
、
物
価
や
株
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
た
が
、
と
く
に
大
正
八
年
一
〇
月
ご
ろ
か
ら
翌
九
年
三
月
は
じ
め
に

か
け
て
、
投
機
思
惑
熱
が
激
化
し
、
輸
入
超
過
が
激
増
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
か
よ
う
な
動
向
に
対
し
財
界
に
警
戒
心
が
高
ま
り
、
金

融
業
者
が
貸
出
を
急
激
に
抑
制
す
る
こ
と
と
な
り
、
三
月
一
五
日
に
至
り
株
式
の
大
暴
落
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
財
界

反
動
は
、
そ
の
後
半
年
ほ
ど
の
間
に
三
次
に
お
よ
ぶ
反
動
を
続
発
し
、
そ
の
影
響
は
、
株
式
、
商
品
の
定
期
市
場
を
は
じ
め
、
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ

る
商
品
に
及
び
、
主
要
商
品
の
市
価
の
反
落
は
五
五
％
か
ら
七
五
％
に
達
し
て
い
た
。

　
大
正
九
年
四
月
上
旬
以
来
金
融
市
場
も
恐
慌
状
態
を
呈
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
国
各
地
に
銀
行
の
取
付
、
支
払
い
停
止
が
発
生
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
四
月
以
降
七
月
に
至
る
四
ヵ
月
間
に
お
い
て
、
預
金
取
付
を
受
け
た
銀
行
数
は
本
店
銀
行
六
七
行
、
支
店
銀
行
一
〇
二
行
、
計
一
六

九
行
に
達
し
、
う
ち
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
二
一
行
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
に
よ
り
近
江
銀
行
も
ま
た
大
き
な
影
響
を
蒙
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
中
に
お
け
る
綿
業

を
は
じ
め
関
係
事
業
の
急
激
な
発
展
を
背
景
に
、
近
江
銀
行
は
預
金
、
貸
出
と
も
に
拡
大
を
続
け
、
ま
た
東
京
銀
行
の
合
併
を
機
に
、
従
来
関

西
地
方
を
基
盤
と
し
て
い
た
取
引
範
囲
を
、
関
東
地
方
に
も
拡
延
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
行
の
発
展
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
し
か
し
反
動
を
契
機

に
、
綿
業
を
主
体
と
す
る
取
引
関
係
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
に
至
り
、
や
が
て
そ
れ
が
近
江
銀
行
の
経
営
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。



　
滋
賀
県
下
に
お
い
て
は
、
同
年
五
月
上
旬
、
大
津
市
の
近
江
貯
金
銀
行
が
休
業
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
同
行
は
明
治
口
入
年
七
月
設
立
さ

れ
て
お
り
、
当
時
資
本
金
五
万
円
、
大
津
市
坂
本
町
に
本
店
を
お
き
、
高
島
郡
下
の
大
溝
（
現
、
高
島
町
）
、
今
津
（
現
、
今
津
町
）
、
海
津

（
現
、
マ
キ
ノ
町
）
、
お
よ
び
堅
田
（
現
、
大
津
市
）
な
ど
に
支
店
を
お
く
小
銀
行
で
あ
っ
た
。
『
大
津
商
工
会
議
所
沿
革
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
本
所

は
全
国
財
界
悪
化
の
状
態
に
鑑
み
、
速
か
に
こ
れ
が
終
結
を
は
か
り
、
事
態
の
拡
大
を
防
止
す
べ
く
、
急
遽
同
月
十
六
日
役
貝
会
及
び
理
財
部

会
を
召
集
し
て
其
の
対
策
を
協
議
し
、
六
月
二
日
、
同
行
重
役
・
株
・
王
間
の
紛
擾
を
調
停
す
る
と
と
も
に
、
預
金
者
の
救
済
に
着
手
し
奔
走
努

力
を
続
け
た
。
十
〇
月
二
十
三
日
堀
田
滋
賀
県
知
事
は
関
係
代
表
者
を
召
集
し
て
県
の
整
理
案
を
示
し
、
こ
れ
に
基
い
て
同
行
の
整
理
が
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
一
応
の
解
決
を
告
げ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
県
下
に
一
層
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
近
注
銀
行
の
動
揺
で
あ
っ
た
。
同
行
は
「
主
要
取
引
先
タ
ル
綿
糸
号
音
、
機
業
家
妻
ノ
痛
手
甚
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

カ
リ
シ
ヲ
以
テ
財
界
反
動
ニ
ヨ
リ
大
打
撃
ヲ
蒙
り
其
結
果
内
情
俄
カ
ニ
悪
化
シ
其
創
疲
ハ
遂
二
破
綻
二
心
ル
迄
回
復
セ
サ
リ
シ
」
ほ
ど
の
打
撃

を
受
け
て
い
た
。
大
正
九
年
上
期
の
同
行
『
第
五
三
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
「
此
妻
田
於
テ
當
銀
行
壮
図
二
萬
事
功
細
心
ノ
注
意
ヲ
払
ヒ

殊
二
放
資
ノ
選
択
ニ
ハ
最
モ
意
ヲ
用
ヒ
タ
ル
所
ナ
リ
然
ル
ニ
一
二
、
四
月
ノ
頃
財
界
動
揺
ト
共
二
金
融
業
者
二
対
シ
テ
往
々
悪
説
ヲ
流
布
ス
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ノ
ア
リ
タ
ル
カ
如
ク
ナ
レ
共
當
銀
行
ハ
毫
モ
損
害
ヲ
蒙
り
タ
ル
モ
ノ
ナ
ク
相
手
ノ
成
績
ヲ
収
メ
得
タ
ル
ハ
至
幸
ト
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
株
主
あ
る
い
は
と
く
に
預
金
者
に
不
安
動
揺
を
与
え
る
こ
と
を
極
度
に
留
意
し
た
た
め
の
記
述
と
思
わ
れ
る
が
、
前
記
の
報
告
書
は
実

情
を
正
確
に
伝
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
同
行
の
経
営
不
振
が
伝
え
ら
れ
る
や
、
五
月
上
旬
よ
り
預
金
の
取
付
け
が
生
じ
、
大
津
支
店
を
は

じ
め
と
し
て
滋
賀
県
下
各
支
店
に
波
及
し
、
さ
ら
に
大
阪
市
内
各
店
も
取
付
け
を
蒙
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
本
邦
財
界
動
揺
史
』
に
よ
れ
ば
「
近

江
銀
行
ハ
綿
糸
布
業
者
二
等
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
爲
メ
窮
状
ニ
ア
リ
ト
ノ
説
傳
ヘ
ラ
レ
、
大
阪
本
店
及
各
支
店
其
預
金
ノ
引
出
ヲ
受
ケ
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ハ
頗
ル
苦
境
二
項
リ
タ
ル
カ
如
キ
モ
漸
ク
切
抜
ケ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
結
局
近
江
銀
行
は
同
年
上
期
中
に
約
六
千
万
円
の
預
金
を
失
い
、

営
業
上
重
大
な
支
障
を
き
た
す
に
至
っ
て
い
る
。

近
江
銀
行
の
軌
跡

＝
二



近
江
銀
行
の
軌
跡

一
四

　
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
動
向
は
、
こ
れ
が
対
策
と
し
て
日
本
銀
行
に
よ
る
特
別
融
通
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
財
界
は
三
月
の
株
式
市
場
暴
落
に
際
し
、
直
ち
に
政
府
に
救
済
を
要
請
し
た
が
、
政
府
、
日
銀
は
と
も
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い

た
。
当
時
の
内
閣
は
原
敬
内
閣
で
あ
り
、
蔵
相
は
高
橋
是
清
で
あ
っ
た
。
四
月
一
四
日
三
度
目
の
株
式
暴
落
の
当
日
、
高
橋
蔵
相
は
原
首
相
と

は
か
り
財
界
救
済
に
乗
り
出
す
こ
と
と
し
、
同
日
日
銀
も
救
済
を
実
施
す
る
旨
声
明
、
一
六
日
に
は
原
首
相
が
本
格
的
な
財
界
救
済
推
進
に
つ

い
て
言
明
し
て
い
る
。

　
当
時
の
日
銀
総
裁
は
井
上
準
之
助
で
あ
っ
た
。
彼
は
四
月
二
二
日
、
全
国
手
形
交
換
所
連
合
懇
談
会
に
お
い
て
、
今
次
の
反
動
の
原
因
お
よ

び
今
後
の
日
銀
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
の
反
動
は
、
「
全
体
三
旦
リ
テ
之
ヲ
考
フ
ル
ト
キ
ハ
好
意
過
去
五
箇
年
三
巴
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ル
戦
時
中
ノ
好
景
気
ノ
反
動
」
の
結
果
で
あ
る
。
「
過
去
五
箇
年
間
ハ
我
国
二
於
テ
未
曽
有
ノ
好
況
ヲ
呈
シ
其
結
果
信
用
ノ
異
常
ノ
拡
大
投
機
思

惑
ノ
隆
盛
等
ヲ
來
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
反
動
ト
シ
テ
現
時
ノ
如
キ
経
済
界
ノ
不
圓
滑
ヲ
來
ス
コ
ト
ア
ル
ハ
殆
卜
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
自
然
ノ
情

勢
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
過
去
二
型
ケ
ル
好
況
時
代
ノ
比
較
的
長
期
二
一
旦
リ
シ
タ
ケ
胆
力
反
動
期
モ
長
カ
ル
ヘ
ク
読
過
二
二
於
ケ
ル
財
界
膨
脹
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

程
度
ノ
甚
大
ナ
リ
シ
タ
ケ
之
力
反
動
ノ
程
度
モ
亦
從
テ
激
甚
ナ
ル
ヘ
キ
ヤ
ニ
考
ヘ
ラ
ル
・
ナ
リ
」
と
し
、
す
で
に
財
界
の
反
動
期
に
入
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
以
上
、
我
々
の
と
る
べ
き
途
は
「
各
其
力
二
応
シ
分
二
分
テ
一
大
整
理
ヲ
断
行
ス
ル
コ
ト
最
モ
肝
要
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
い
で
救
済

に
対
す
る
日
銀
の
基
本
的
態
度
を
次
の
よ
う
に
表
明
す
る
。
「
日
本
銀
行
ハ
好
景
気
二
於
テ
ハ
投
機
思
惑
ヲ
戒
メ
緊
縮
ノ
態
度
ヲ
勧
説
シ
之
二
対

シ
テ
相
当
ノ
塵
置
ヲ
採
り
タ
リ
、
而
シ
テ
尚
今
日
二
於
テ
モ
此
日
本
銀
行
ノ
態
度
二
付
テ
ハ
毛
頭
変
更
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ
此
反
動
期
ハ
財
界
最

モ
重
大
ノ
時
期
ナ
レ
ハ
一
歩
其
笠
置
ヲ
誤
ラ
ン
カ
財
界
各
部
ノ
組
織
ヲ
破
壊
シ
テ
脚
註
ヒ
起
ツ
コ
ト
能
書
サ
ル
如
キ
状
態
二
宮
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ズ
、
此
等
二
対
シ
テ
ハ
充
分
ノ
注
意
ヲ
梯
フ
コ
ト
必
要
ト
考
フ
ル
ナ
リ
」
と
し
、
財
界
救
済
措
置
の
必
要
を
延
べ
て
い
る
。

　
吉
野
俊
彦
氏
は
こ
の
時
の
日
銀
の
特
別
融
通
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
日
本
銀
行
と
し
て
は
従
来
か
ら
財
界
に
対
し
て
過
度
な

思
惑
を
警
め
て
き
た
関
係
か
ら
、
投
機
思
惑
の
所
産
と
し
て
の
乱
立
企
業
の
倒
産
は
不
可
避
で
あ
る
と
考
え
、
し
た
が
っ
て
経
済
界
の
窮
状
を



一
般
的
に
救
済
す
る
こ
と
は
努
め
て
避
け
た
が
、
銀
行
の
預
金
支
払
準
備
の
融
通
、
あ
る
い
は
、
株
式
市
場
の
解
け
合
い
資
金
の
融
通
に
加
え

て
、
大
戦
中
に
現
実
に
販
路
が
拡
張
さ
れ
た
と
い
う
い
ち
お
う
客
観
的
に
是
認
し
う
る
理
由
に
よ
っ
て
生
産
力
を
拡
張
し
た
企
業
に
対
す
る
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

済
は
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
方
針
を
定
め
、
必
要
と
考
え
る
分
野
に
、
も
ち
ろ
ん
市
中
銀
行
を
通
じ
て
、
救
済
資
金
を
放
出
し
た
し
と
。

　
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
大
反
動
に
際
し
て
行
わ
れ
た
日
銀
の
特
別
融
通
は
、
「
結
局
に
お
い
て
財
界
の
救
済
措
置
を
拡
大
す
る
第
一
歩

　
　
（
1
0
）

を
築
い
た
」
も
の
で
あ
り
、
日
銀
創
設
以
来
の
商
業
金
融
を
疎
通
す
る
と
い
う
基
本
的
理
念
が
放
棄
さ
れ
、
し
ば
し
ば
信
用
の
膨
張
を
も
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
1
1
×
1
2
）

す
原
因
と
な
り
、
日
銀
の
市
場
調
整
力
を
低
下
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
高
橋
亀
吉
『
大
正
昭
和
財
界
変
動
史
（
上
巻
）
』
に
よ
れ
ば
、
日
銀
が
実
施
し
た
財
界
救
済
措
置
は
二
つ
の
面
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。

　
「
一
つ
は
一
般
金
融
を
緩
和
す
る
措
置
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
る
方
策
は
、
（
イ
）
外
国
為
替
銀
行
の
吸
収
せ
る
巨
額
の
コ
ー
ル
資
金
を
日
銀

が
肩
代
り
し
た
こ
と
、
（
ロ
）
市
銀
の
過
度
の
貸
出
警
戒
に
基
づ
く
信
用
梗
塞
を
緩
和
す
る
措
置
を
講
じ
た
こ
と
、
（
ハ
）
銀
行
の
預
金
取
付
け

に
対
し
果
敢
の
救
済
馨
を
し
て
人
心
の
安
定
を
図
・
た
こ
と
で
難
」
と
し
・
さ
ら
に
他
の
一
面
に
つ
い
て
・
・
九
年
財
界
反
動
に
対
す
る
日

銀
の
救
済
融
資
に
つ
き
こ
の
際
注
目
す
べ
き
特
色
を
な
す
も
の
は
、
以
上
の
如
き
｝
般
的
金
融
緩
和
対
策
に
止
ま
ら
ず
、
進
ん
で
、
個
々
の
産

業
に
対
し
特
別
融
資
を
大
規
模
に
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
過
去
の
慣
行
を
飛
躍
し
て
今
回
は
じ
め
て
と
っ
た
措
置
で
あ
り
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

九
年
財
界
救
済
融
資
の
寧
ろ
根
幹
を
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
日
銀
に
よ
る
特
別
融
資
は
第
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
銀
行
支
払
準
備
金
の
融
通
、
株
式
市
場
救
済
資
金
の
融
通
な
ど
を
は
じ
め
、
多
く

の
分
野
に
わ
た
っ
て
い
た
。
日
銀
の
与
え
た
特
別
融
通
承
認
額
は
表
示
の
よ
う
に
合
計
三
億
八
五
二
九
万
円
に
達
し
て
い
る
が
、
実
際
融
通
額

は
二
億
四
二
四
一
万
円
（
承
認
額
の
六
二
・
九
％
）
に
上
っ
て
い
る
。
な
お
融
通
資
金
の
八
四
・
六
％
は
大
正
九
年
末
ま
で
に
返
済
さ
れ
、
翌
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

○
年
四
月
末
に
は
銀
行
支
払
準
備
資
金
の
】
部
を
除
き
す
べ
て
回
収
さ
れ
て
い
る
。

近
江
銀
行
の
軌
跡

一
五
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醤
海
区
細
悪
説
恥
識
『
m
耕
雛
識
耕
田
滑
』
（
臓
ω
酪
∀
に
掴
。



　
日
銀
が
大
正
九
年
号
取
引
先
お
よ
び
取
引
先
外
銀
行
に
対
し
、
支
払
準
備
資
金
を
供
給
す
る
た
め
に
実
施
し
た
融
資
の
う
ち
、
特
別
融
通
と

み
な
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
承
認
ベ
ー
ス
で
当
該
銀
行
所
要
分
七
三
｝
八
万
円
、
他
行
救
済
分
三
四
九
六
万
円
、
合
計
｝
億
八
｝
四
万
円

と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
融
通
額
は
八
五
三
三
万
円
で
あ
り
、
適
用
金
利
は
日
歩
二
銭
七
厘
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
合
計
三

五
行
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
な
近
江
銀
行
の
取
付
け
に
際
し
て
も
、
日
銀
の
特
別
融
通
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
正
九
年
中
に
日
銀
か
ら
同
行
に
対
し
、
銀
行

支
払
準
備
資
金
と
し
て
融
通
さ
れ
た
金
額
は
、
承
認
額
で
＝
九
八
万
円
、
実
際
融
通
額
は
九
入
八
万
円
、
こ
の
う
ち
｝
九
八
万
円
は
第
｝
合

同
銀
行
救
済
資
金
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
く
七
九
〇
万
円
が
近
江
銀
行
に
融
通
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
資
金
は
九
年
中
に
日
銀
に
返
済
さ
れ
て
い

る
。　

大
正
九
年
反
動
後
日
本
経
済
は
、
前
述
の
よ
う
な
財
界
救
済
の
諸
施
策
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
比
較
的
平
穏
に
推
移
し
、
大
正
一
〇
年
割
、

入
月
に
は
投
機
的
な
中
間
景
気
の
出
現
を
み
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
大
正
＝
年
二
月
相
場
師
石
井
定
七
の
破
綻
を
き
っ
か
け
に
、
株
式
市
場
、

商
品
市
場
に
反
動
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
同
年
一
一
月
下
旬
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
全
国
的
に
銀
行
取
付
け
騒
ぎ
が
勃
発
し
た
。
こ
の
預
金
取
付

け
は
と
く
に
関
西
地
方
と
九
州
地
方
で
激
し
く
、
日
銀
編
『
本
邦
財
界
動
揺
史
』
に
よ
り
、
滋
賀
県
下
の
状
況
を
み
る
と
、
「
滋
賀
県
下
二
於
テ

モ
大
津
市
ヲ
中
心
ト
シ
テ
各
行
二
預
金
ノ
引
出
ヲ
見
タ
ル
ヲ
以
テ
江
州
同
盟
銀
行
十
六
行
（
江
州
銀
行
ヲ
除
ク
）
ハ
本
行
京
都
支
店
ノ
諒
解
ヲ
求

メ
ニ
十
三
日
大
津
市
二
会
シ
｝
朝
有
事
学
際
勢
車
各
行
協
助
ス
ル
ノ
件
ヲ
協
議
シ
之
ヲ
世
上
二
公
表
セ
シ
カ
バ
人
心
鎭
静
シ
不
祥
事
ヲ
見
ス
シ

　
　
　
（
1
6
）

テ
止
ミ
タ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
近
江
銀
行
『
第
五
入
期
営
業
報
告
書
』
（
大
正
一
一
年
下
期
）
に
よ
れ
ば
、
「
偶
々
十
一
月
下
旬
當
地
某
銀
行
ノ

破
綻
ヲ
動
機
ト
シ
テ
其
波
動
各
地
二
黒
ビ
財
界
ノ
情
勢
一
時
頗
ル
険
悪
二
三
キ
年
末
党
換
券
発
行
高
モ
未
曽
有
ノ
巨
額
二
上
リ
タ
リ
シ
が
幸
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
7
）

中
央
銀
行
其
他
金
融
業
者
ノ
機
宜
二
分
シ
タ
ル
措
置
二
依
リ
幾
ク
モ
ナ
ク
平
穏
渇
感
シ
警
戒
三
二
無
事
越
年
シ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

日
銀
資
料
に
は
「
十
一
年
十
｝
月
石
井
定
七
商
店
破
綻
ノ
際
月
曜
当
行
モ
相
当
引
懸
リ
ヲ
生
シ
タ
ル
ヤ
ニ
噂
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
、
歩
数
賢
明
カ
ナ

近
江
銀
行
の
軌
跡

一
七



近
江
銀
行
の
軌
跡

一
入

ラ
ズ
、
ロ
バ
同
事
件
ノ
余
波
ヲ
受
ケ
、
銀
行
界
二
不
安
ノ
念
滋
リ
、
目
先
年
末
ヲ
戸
〆
シ
折
柄
万
一
ノ
準
備
モ
ア
ル
ヘ
ク
同
期
末
借
入
金
入
戸
五

　
　
　
　
　
　
〔
1
8
）

十
万
円
ヲ
算
シ
タ
リ
」
と
の
記
録
も
残
さ
れ
て
お
り
、
近
江
銀
行
の
内
情
は
芳
し
か
ら
ず
、
預
金
者
に
対
す
る
信
用
維
持
の
た
め
に
汲
汲
と
し

て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
大
正
｝
二
年
｝
月
一
八
日
、
長
期
に
わ
た
り
頭
取
と
し
て
近
江
銀
行
の
経
営
に
当
っ
て
き
た
池
田
経
三
郎
が
亡
く
な
り
、
同
行
重
役
会
は
後

継
頭
取
の
選
出
に
難
渋
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
月
末
以
来
同
行
重
役
ら
は
再
三
に
わ
た
り
上
京
、
日
銀
に
後
任
頭
取
の
斡
旋
を
依
頼
、
総
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

井
上
準
之
助
、
副
総
裁
木
村
清
四
郎
ら
に
懇
請
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
適
任
者
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
近
江
銀
行
に
は
前
頭
取
池
田
経
三
郎

の
外
、
日
銀
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
員
が
就
任
し
て
い
た
が
、
同
行
の
内
情
に
つ
い
て
と
か
く
の
風
評
が
流
布
さ
れ
て
お
り
、
日
銀
で
も
人
選
に

苦
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
同
行
の
役
員
の
な
か
か
ら
、
あ
え
て
火
中
の
栗
を
拾
お
う
と
す
る
人
物
が
出
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
間
日
銀
の
指
示
に
よ
り
同
行
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
、
大
正
一
一
年
末
現
在
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
り

書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
「
固
定
貸
付
が
意
外
に
多
く
、
回
収
の
困
難
な
る
も
の
約
千
二
百
萬
円
を
計
上
し
、
営
業
振
の
放
漫
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

つ
た
こ
と
、
支
店
検
査
の
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
、
頭
取
専
制
の
傾
き
が
濃
厚
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
遺
憾
な
く
暴
露
さ
れ
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
近
銀
で
は
有
力
銀
行
と
の
合
併
案
が
う
か
び
、
日
銀
総
裁
ら
の
斡
旋
で
住
友
銀
行
と
の
合
併
が
策
さ
れ
た
が
、
結
局
こ
の
話
は
不
調
に

終
っ
た
。
同
年
上
半
期
株
主
総
会
が
切
迫
し
た
た
め
、
七
月
二
〇
日
取
締
役
会
の
互
選
に
よ
り
、
取
締
役
下
郷
傳
平
が
頭
取
に
就
任
し
た
。
他

の
役
員
に
は
、
常
務
取
締
役
須
田
乱
造
、
同
朝
倉
茂
次
郎
、
取
締
役
西
田
庄
助
、
同
阿
部
房
次
郎
、
同
伊
藤
忠
三
、
同
大
原
孫
三
郎
、
監
査
役

北
川
與
平
、
同
阿
部
市
太
郎
ら
が
選
任
さ
れ
て
い
た
。

　
　
（
1
）
　
西
川
小
三
郎
編
『
大
津
商
工
会
議
所
沿
革
史
』
昭
和
［
八
年
、
四
一
九
頁
。

　
　
（
2
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
編
、
前
掲
書
、
四
＝
二
頁
。

　
　
（
3
）
　
近
江
銀
行
『
第
五
三
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
る
。

　
　
（
4
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
「
世
界
戦
争
終
了
後
押
於
ケ
ル
本
邦
財
界
動
揺
史
」
（
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
（
第
二
二
巻
）
所
収
）
五
三
七
頁
。



（
5
）
（
6
）
　
同
右
、
五
九
九
頁
。

（
7
）
（
8
）
　
同
右
、
六
〇
〇
頁
。

（
9
）
　
吉
野
俊
彦
『
歴
代
日
本
銀
行
総
裁
論
－
日
本
金
融
政
策
史
の
研
究
1
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
五
一
年
、
＝
二
七
頁
。

（
1
0
）
（
1
1
）
　
同
右
。

（
1
2
）
　
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
時
に
日
銀
理
事
と
し
て
、
財
界
の
動
揺
防
止
に
つ
と
め
、
の
ち
に
総
裁
と
な
っ
た
深
井
英
五
は
、
そ
の
著
『
回
顧
七
十
年
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
十
六

　
年
刊
）
に
お
い
て
当
時
の
日
銀
の
救
済
融
資
に
ふ
れ
、
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
日
銀
が
救
済
銀
行
化
す
る
に
至
っ
た
点
を
批
評
し
、
暗
に
当
時
の
総
裁
井
上
準
之
助
の
専
断
を

　
非
難
し
て
い
る
。

（
1
3
）
（
1
4
）
　
高
橋
亀
吉
『
大
正
昭
和
財
界
変
動
史
（
上
巻
）
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
二
九
年
、
三
〇
三
頁
。

　　　　2019
）　　）

18　17　16　15
V　　V　LY　V

日
本
銀
行
百
年
史
編
纂
委
貝
会
編
『
日
本
銀
行
百
年
史
』
（
第
三
巻
）
、
一
四
頁
。

日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
（
第
二
二
巻
）
七
〇
九
頁
。

近
江
銀
行
『
第
五
入
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
る
。

日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
昭
和
編
』
（
第
二
四
巻
）
四
一
九
頁
。

熊
川
千
代
喜
『
阿
部
房
次
郎
傳
』
、
阿
部
房
次
郎
傳
編
纂
事
務
所
、
昭
和
一
五
年
、
導
入
二
一
二
入
三
頁
参
照
。

同
右
、
二
入
三
頁
。

五
　
震
災
と
政
府
の
施
策

　
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
発
生
し
た
関
東
大
震
災
も
、
不
況
に
沈
冷
す
る
日
本
経
済
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
重
大
事
で
あ
っ
た
。

近
江
銀
行
は
震
災
に
よ
り
、
東
京
支
店
、
深
川
支
店
、
神
田
支
店
な
ど
の
店
舗
を
焼
失
し
、
ま
た
取
引
先
で
あ
る
関
東
地
方
の
繊
維
関
係
業
者

も
、
大
き
な
打
撃
を
蒙
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
県
下
の
雑
誌
は
江
州
関
係
業
者
の
被
害
の
一
端
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
今
次
未
曾
有
の
東
京
・
横
浜
の
震
災
に
罹
っ
た
我
江
州
人
の
総
数
人
員
は
、
合
計
三
万
人
の
見
込
で
あ
る
。
而
も
東
京
の
江
州
村
の
観
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
よ

あ
っ
た
日
本
橋
・
京
橋
両
区
の
呉
服
問
屋
は
、
脆
く
も
悉
く
災
禍
に
遇
い
、
中
に
も
丸
瓦
市
田
商
店
、
か
ね
小
塚
本
商
店
、
蟹
草
西
村
商
事
な

ど
の
一
流
筋
は
、
冬
物
着
荷
揃
い
正
に
大
売
出
し
を
開
始
せ
ん
と
す
る
間
際
で
あ
っ
た
か
ら
、
何
れ
も
三
、
五
百
万
円
余
り
の
商
品
を
一
瞬
に

近
江
銀
行
の
軌
跡

一
九



近
江
銀
行
の
軌
跡

二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
で
ん

鳥
沢
に
帰
せ
し
め
た
の
を
筆
頭
に
、
謬
伝
・
西
川
・
高
橋
・
小
杉
・
丸
永
其
他
の
巨
商
も
全
部
焼
き
尽
し
た
が
、
此
の
損
害
概
算
二
七
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

○
万
円
、
東
京
全
損
害
五
十
億
円
の
二
十
分
の
｝
に
相
当
す
る
と
は
大
き
い
。
L

　
近
江
銀
行
の
痛
手
も
大
き
く
、
日
銀
調
査
局
の
記
録
は
同
行
の
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
東
京
方
面
二
在
テ
ハ
当
行
東
京
支
店
ノ
主
要
取
引
先
タ
ル
綿
糸
商
、
繊
維
商
等
何
レ
モ
手
持
商
品
ノ
焼
失
、
売
掛
代
金
ノ
取
立
不
能
ヨ
リ
、

深
キ
打
撃
ヲ
蒙
り
、
又
深
川
支
店
ノ
主
唱
ル
取
引
先
材
木
商
ハ
殆
ン
ト
全
滅
ノ
悲
運
二
遭
遇
シ
タ
レ
ハ
当
行
ハ
此
等
方
面
ヘ
ノ
固
定
貸
多
額
二

上
リ
シ
一
方
預
金
ノ
非
常
払
出
相
当
多
額
二
達
シ
更
二
大
阪
本
館
田
於
ケ
ル
取
引
先
中
東
京
二
支
店
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
勘
カ
ラ
サ
リ
シ
コ
ト
・
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

曇
二
大
正
九
年
財
界
反
動
ノ
創
疲
尚
未
タ
癒
エ
サ
ル
当
行
力
震
災
ノ
打
撃
二
因
リ
無
二
死
命
ヲ
制
セ
ラ
レ
タ
ル
小
獣
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
り
」

　
震
災
前
の
大
正
一
二
年
上
期
末
（
六
月
末
）
現
在
の
近
江
銀
行
の
預
金
現
在
高
は
、
一
億
六
〇
＝
二
万
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
震
災
後
の
下

期
末
（
一
二
月
末
）
に
は
預
金
現
在
高
は
一
億
三
三
二
五
万
六
四
六
五
円
、
二
六
八
七
万
円
余
の
減
少
と
な
り
、
「
過
去
両
三
年
間
二
吸
収
セ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

預
金
ヲ
全
部
失
ヒ
大
正
九
年
財
界
反
動
後
ノ
数
字
二
再
帰
」
し
、
一
方
「
諸
貸
出
金
」
に
つ
い
て
は
、
一
二
年
上
期
末
の
貸
出
残
高
一
億
三
七

八
九
万
二
二
三
六
円
か
ら
下
期
末
に
は
一
億
一
四
〇
八
万
五
八
三
二
円
と
な
り
、
二
三
八
O
万
六
四
〇
四
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
同

行
の
内
情
に
つ
い
て
前
記
の
日
銀
記
録
は
「
貸
出
ハ
新
規
融
通
ヲ
警
戒
シ
、
担
保
品
ノ
処
分
其
他
極
力
回
収
二
努
メ
タ
ル
結
果
同
好
期
間
二
千

三
百
万
円
ヲ
収
縮
セ
シ
モ
其
外
数
字
二
表
ハ
レ
サ
ル
貸
出
内
容
ノ
悪
化
セ
シ
モ
ノ
巨
額
二
上
ル
モ
ノ
ト
想
像
セ
ラ
レ
タ
リ
。
サ
レ
ハ
自
然
手
許

金
繰
ノ
窮
乏
ヲ
切
抜
ケ
ン
カ
爲
メ
同
期
中
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
取
入
高
五
千
八
百
七
十
五
万
円
ノ
巨
額
二
上
リ
期
末
ニ
ハ
借
入
金
約
二
百
万
円
ヲ
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

シ
現
金
約
四
百
万
円
ノ
減
少
ヲ
示
セ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

　
関
東
大
震
災
に
よ
る
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
、
政
府
は
応
急
的
諸
措
置
を
実
施
し
た
が
、
と
く
に
金
融
界
へ
の
対
応
と
し
て
、
九
月
七
日
緊

急
勅
令
で
支
払
延
期
令
を
公
布
し
て
金
融
機
能
の
回
復
を
は
か
り
、
九
月
末
に
詔
令
を
撤
廃
す
る
に
当
り
、
九
月
二
七
日
震
災
手
形
割
引
損
失

補
償
令
を
勅
令
と
し
て
公
布
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
勅
令
は
震
災
に
よ
り
大
き
な
損
害
を
受
け
た
商
工
業
者
等
を
債
務
者
と
す
る
手



形
で
、
一
般
銀
行
が
割
引
い
た
も
の
を
、
日
銀
が
非
常
措
置
と
し
て
再
割
引
し
、
日
銀
が
再
割
引
に
よ
っ
て
損
失
を
蒙
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

政
府
が
一
億
円
を
限
度
と
し
て
補
償
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
震
災
手
形
割
引
損
失
補
償
令
に
よ
り
日
銀
が
再
割
引
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
手
形
は
、
以
下
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
た
。

（一

j
大
正
一
二
年
九
月
【
日
以
前
に
銀
行
が
割
引
し
た
手
形
で
あ
っ
て
、
④
震
災
地
（
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
・
静
岡
各
府
県
）
を
支
払
地

と
す
る
も
の
、
◎
震
災
当
時
震
災
地
に
営
業
所
を
有
し
た
者
の
振
り
出
し
た
手
形
、
も
し
く
は
支
払
人
と
す
る
手
形
。

（
二
）
上
記
（
一
）
の
手
形
の
書
換
え
手
形
。

（
三
）
④
（
一
）
・
（
二
）
の
手
形
を
担
保
と
し
て
銀
行
が
振
り
出
し
た
手
形
、
◎
震
災
地
に
営
業
所
を
有
す
る
銀
行
が
他
の
銀
行
に
対
し
大
正
一
二

年
九
月
一
日
以
前
に
発
行
し
た
預
金
証
書
も
し
く
は
コ
ー
ル
・
ロ
ー
ン
の
証
書
を
担
保
と
し
て
銀
行
が
振
り
出
し
た
手
形
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
四
）
以
上
（
一
）
・
（
二
）
・
（
三
）
の
手
形
で
日
本
銀
行
が
再
割
引
し
た
も
の
の
書
換
え
手
形
。

　
勅
令
所
定
の
再
割
最
終
期
限
の
大
正
＝
二
年
三
月
末
ま
で
に
、
日
銀
で
再
割
引
さ
れ
た
震
災
手
形
は
四
億
三
千
万
円
余
に
達
し
、
割
引
依
頼

銀
行
数
は
一
〇
五
行
（
日
銀
の
本
店
と
支
店
の
双
方
で
割
引
し
た
銀
行
を
一
行
と
し
て
計
算
す
る
と
九
六
行
）
と
な
っ
て
い
る
。
第
1
表
は
震
災
手
形

割
引
依
頼
銀
行
別
割
引
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
割
引
高
「
○
○
万
円
以
上
の
銀
行
三
七
行
に
つ
い
て
行
雲
を
示
し
て
い
る
。
割
引
高
で
は

台
湾
銀
行
が
総
額
の
二
六
・
七
％
を
占
め
て
圧
倒
的
に
大
き
く
、
以
下
藤
本
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
朝
鮮
、
安
田
、
村
井
、
十
五
、
川
崎
、
近
江

等
の
順
位
と
な
っ
て
お
り
、
台
銀
、
朝
曇
両
特
別
銀
行
で
総
額
の
三
五
・
二
％
、
ま
た
表
示
の
上
位
「
○
行
で
総
額
の
七
割
強
を
占
め
る
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

震
災
手
形
が
少
数
の
銀
行
に
偏
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
近
江
銀
行
が
日
銀
か
ら
融
通
を
受
け
た
震
災
手
形
の
総
額
は
、
一
三
四
二
千
丁
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
翌
一
三
年
＝
月
末
に
は
所
持
高

九
五
六
万
四
〇
〇
〇
円
と
な
り
、
二
四
〇
〇
万
円
の
決
済
を
見
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
決
済
停
頓
し
、
大
正
一
五
年
末
に
は
な
お
九
三
一
三

九
〇
〇
〇
円
を
存
し
て
い
た
。

近
江
銀
行
の
軌
跡

二
一



近
江
銀
行
の
軌
跡

二
二

（単位：千円）震災手形割引依頼銀行別割引高（第1表）

銀行名 割引高
構成比 銀行名 割引高

構成比

台　　　湾 115，225 26．7 ＊中　　　沢 4，441 1．0

藤本ビル
uローカー

37，214 8．6 ＊永　　　楽 4，050 1．0

朝　　　鮮 35，987 8．4 阿波商業 2，850 0．7

安　　　田 25，000 5．8 神戸岡崎 2，711 0．6

村　　　井 20，430 4．7 ＊辛　　　酉 2，393 0．6

十　　　五 20，074 4．7 古　　　河 2，288 0．5

川　　　崎 19，373 4．5 武　　　州 2，100 0．5

近　　　江 13，424 3．1 日本信託
竅@　　行

2，000 0．5

早川ビル
uローカー

12，625 2．9 六　十　九 1，593 0．4

豊　　　国 10，724 2．5 ＊京　　　和 1，493 0．3

柳田ビル＊ブローカー

9，92Q 2．3 足　　　利 1，405 0．3

第　　　二 9，299 2．2 長　　　岡 1，154 0．3

左　右　田 8，018 1．9 横浜興信 1，152 0．3

第　　　百 7，926 1．8 ＊日　比　谷 1，130 0．3

東京渡辺 7，519 1．7 ＊関　　　東 1，103 0．3

東　　　海 7，376 1．7 遠　　　州 1，070 0．2

若　　　尾 5，734 1．3 横浜若尾 1，015 0．2

第　十　九 5，492 1．3 小　　　計 414，854 96．3

中　　　井 4，955 1．2 その他59行 15，962 3．7

入　十　四 4，591 1．1 合　　　計 430，816 100．0

注）1．

　2．
出所）

＊印は取引先外銀行を示す。ただし、横浜興信銀行は取引先として扱った。

構成比は％。

　日本銀行百年史編纂委貝会編『日本銀行百年史』（第3巻），94頁。



（
1
）
　
『
近
江
と
人
』
（
大
正
「
二
年
＝
｝
月
号
）

（
2
×
3
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
昭
和
編
』
（
第
二
四
巻
）

（
4
）
　
同
右
、
四
一
九
～
四
二
〇
尺
ー
ジ
。

（
5
）
　
日
本
銀
行
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
五
九
一
六
〇
頁
参
照
。

（
6
）
　
同
右
、
九
五
頁
参
照
。

四
一
九
頁
。

六
　
近
江
銀
行
の
整
理
と
日
銀
の
援
助

　
大
正
＝
二
年
に
入
っ
て
も
財
界
な
お
常
態
に
復
さ
ず
、
近
江
銀
行
の
経
営
も
依
然
と
し
て
お
も
わ
し
か
ら
ず
、
同
行
に
対
す
る
不
安
の
念
が

世
上
に
高
ま
り
、
預
金
の
引
出
し
が
続
い
て
い
た
。
同
年
三
月
一
七
日
下
郷
傳
平
頭
取
が
辞
任
し
、
さ
ら
に
大
株
主
の
所
有
株
売
却
、
同
行
株

価
の
下
落
な
ど
不
安
材
料
が
重
な
り
、
同
行
に
対
す
る
疑
惑
の
念
が
愈
々
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
＝
二
年
上
期
中
に
同
行
は
約
三
、
四

〇
〇
万
円
の
預
金
を
失
い
、
休
業
の
外
な
き
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
に
至
り
、
同
行
幹
部
は
日
銀
に
援
助
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
根

本
的
整
理
を
断
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
行
の
大
正
＝
二
年
上
期
の
『
第
六
一
期
営
業
報
告
書
』
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

　
「
設
問
二
於
テ
雪
行
溜
出
來
得
ル
限
り
愼
重
事
二
從
ヒ
タ
レ
ド
モ
先
二
発
表
セ
ル
通
り
大
正
九
年
財
界
ノ
大
変
動
二
次
グ
ニ
昨
年
ノ
大
震
火

災
ノ
大
打
撃
ヲ
受
ケ
テ
巨
額
ノ
欠
損
ヲ
生
ジ
商
法
ノ
規
定
二
筋
キ
當
期
定
時
株
主
総
会
二
之
ヲ
報
告
シ
テ
根
本
的
整
理
ヲ
断
行
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ

得
ザ
ル
場
合
二
立
チ
至
り
タ
ル
ハ
時
勢
及
天
災
二
因
由
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ハ
云
へ
盆
点
｝
同
ノ
深
ク
遺
憾
ト
ス
ル
処
ナ
リ
。
幸
二
日
本
銀
行
ノ

好
意
ア
ル
諒
解
ト
徹
底
的
援
助
ヲ
與
ヘ
ラ
ル
・
コ
ト
ノ
快
諾
ヲ
無
学
ル
ヲ
以
テ
弦
二
各
位
ノ
賛
同
ヲ
得
整
理
ヲ
断
行
シ
テ
更
始
｝
新
内
容
ノ
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

實
ヲ
計
り
将
來
倍
蓉
ノ
発
展
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
」

　
同
年
六
月
一
七
日
、
日
本
銀
行
国
庫
局
長
保
井
猶
造
が
近
江
銀
行
相
談
役
に
就
任
、
さ
ら
に
七
月
二
六
日
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
同
行
頭

近
江
銀
行
の
軌
跡

二
一
二



近江銀行に対する日銀融通額（単位：千円）（第1表）

近
江
銀
行
の
軌
跡

年　　　　　次 本　　店 大阪支店 京都支店 合　　計
決算報告記載ノ借入金再割引手形

大正12年12月末 600 4，850 1，094 6，544 9，985

13年6月末 957 29，986 302 31，245 39，518

13年12月末 619 21，271 1，272 23，162 26，772

14年6月末 100 17，000 0 17，100 17，100

14年12月末 0 24，504 0 24，504 27，607

15年6月末 5，000 15，000 0 20，000 24，200

昭和元年12月末 13，300 19，567 1，141 34，009 22，009

2年1月末 10，935 21，000 0 31，935

2年2月末 9，900 23，600 0 33，500

2年3月末 14，950 26，473 1，208 42，632

2年4月18日 16，611 35，061 1，351 53，023

（出所）　日本銀行調査口触『日本金融史資料・昭和篇』第24巻，424頁a

二
四

取
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
六
月
一
五
日
、
日
銀
は
近
銀
援
助
の
意
を
固
め
、
保

井
を
頭
取
候
補
者
に
推
す
と
と
も
に
、
同
行
に
対
し
二
、
○
○
○
万
円
（
利
率
年
六
分
）
の
特

別
融
通
を
行
な
い
極
力
援
助
を
与
え
る
意
向
の
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た
。
東
京
日
々
新
聞
（
六

月
一
七
日
号
）
は
日
銀
発
表
と
し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
近
江
銀
行
は
昨
年
頭
取
池
田
経
三
郎
氏
の
没
後
適
当
の
後
援
者
を
得
て
業
務
の
刷
新
を

計
る
の
希
望
が
あ
っ
た
が
直
に
其
の
運
び
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
取
敢
す
従
来
の
重
役
中
よ

り
下
郷
傳
平
氏
頭
取
に
就
任
し
て
其
の
経
営
に
当
る
と
同
時
に
後
任
者
を
物
色
し
日
本
銀
行

に
向
っ
て
も
其
の
後
任
者
の
推
薦
を
依
頼
し
て
い
た
が
今
回
同
行
は
そ
の
需
め
に
応
じ
て
国

庫
局
長
保
井
猶
造
氏
を
割
愛
す
る
事
と
な
っ
た
同
氏
は
曾
て
大
阪
支
店
調
査
役
及
門
司
支
店

長
と
し
て
在
勤
し
営
業
上
の
経
験
に
富
み
且
大
阪
地
方
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
る
人
に
て
直

ち
に
相
談
役
と
し
て
近
江
銀
行
の
業
務
に
携
は
り
来
る
べ
き
株
主
総
会
に
於
て
取
締
役
に
選

ば
れ
た
る
上
頭
取
に
挙
げ
ら
る
・
筈
で
あ
る
。
従
来
の
取
締
役
及
監
査
役
「
同
は
今
後
一
層

結
束
を
固
く
し
て
新
頭
取
と
共
に
業
務
の
発
展
に
努
力
す
る
申
合
せ
を
為
し
日
本
銀
行
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
て
も
極
力
こ
れ
が
援
助
を
な
す
」
と
。

　
前
述
の
よ
う
に
近
江
銀
行
は
大
震
災
の
後
、
日
銀
よ
り
特
別
融
通
を
受
け
て
お
り
、
大
正

一
二
年
末
現
在
融
資
残
高
は
六
五
四
万
余
円
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
大
整
理
に
際
し
さ

ら
に
特
別
融
通
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
1
表
は
同
行
が
金
融
恐
慌
に
よ
り
休
業
す

る
ま
で
の
日
銀
融
資
の
経
過
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
大
正
一
三
年
上
期
か
ら
急
速
に
日
銀
依



存
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
な
日
銀
に
よ
る
援
助
を
バ
ッ
ク
に
、
新
頭
取
の
も
と
で
近
江
銀
行
は
整
理
を
断
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
行
で
は
大
正
「
二

年
末
現
在
、
滞
貨
と
目
す
べ
き
金
額
が
三
五
入
二
万
余
円
に
も
達
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
全
額
欠
損
と
し
て
切
捨
て
整
理
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
っ
た
の
で
、
前
記
滞
貨
中
回
収
遅
延
額
お
よ
び
回
収
不
能
額
の
合
計
一
六
四
三
万
余
円
を
以
て
お
お
よ
そ
の
欠
損
額
と
し
、
日
銀
の
諒
承

の
も
と
に
整
理
を
進
め
て
い
る
。
第
2
表
お
よ
び
第
3
表
に
示
さ
れ
る
、
当
時
の
損
益
計
算
書
に
よ
り
な
が
ら
、
整
理
の
状
況
を
み
て
お
き
た

い
。
第
2
表
の
損
失
の
う
ち
諸
貸
金
鎗
却
「
七
〇
八
万
余
円
は
、
い
わ
ゆ
る
固
定
貸
の
鎗
却
で
あ
り
、
そ
の
補
愼
財
源
と
し
て
、
積
立
金
よ
り

五
二
七
万
円
、
所
有
有
価
証
券
や
所
有
不
動
産
の
評
価
額
改
訂
に
よ
り
一
四
四
万
余
説
を
捻
出
、
重
役
よ
り
＝
○
万
円
拠
出
、
こ
れ
に
前
期

繰
越
金
二
二
万
余
円
を
加
え
、
合
計
入
〇
三
万
余
円
を
得
た
が
、
前
記
固
定
貸
の
外
、
上
期
中
に
営
業
損
金
三
三
万
余
論
が
あ
り
、
結
局
総
欠

損
額
は
一
七
四
二
万
余
罪
と
な
り
、
右
に
あ
げ
た
暴
落
財
源
を
充
当
し
て
も
な
お
九
三
八
万
余
円
の
不
足
が
生
ず
る
。
こ
れ
を
当
期
純
損
金
と

し
て
次
期
に
繰
越
し
、
一
三
年
下
期
決
算
に
お
い
て
、
資
本
金
を
半
減
し
て
補
損
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
行
の
公
称
資
本
金
三
、
○
○
○
万
円
、

払
込
済
一
、
入
七
五
万
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
半
減
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
〇
万
円
、
九
三
七
万
五
〇
〇
〇
円
と
し
、
後
者
を
資
本
減
少
額

繰
入
と
し
て
整
理
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
当
時
取
締
役
と
し
て
在
任
し
て
い
た
阿
部
房
次
郎
は
、
こ
の
間
の
経
過
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
「
顧
み
れ
ば
十
二
年
二
月
以
後
約
一
ヶ
年
半
、
頭
取
の
後
任
、
合
併
、
暫
定
頭
取
、
大
震
災
、
副
頭
取
公
表
、
整
理
問
題
お
よ
び
総
会
の
承

認
を
得
る
に
至
る
ま
で
、
人
知
れ
ざ
る
苦
心
は
生
来
初
め
て
の
難
関
に
逢
着
し
、
其
間
重
役
中
に
も
議
を
異
に
す
る
人
あ
り
一
層
困
難
を
増
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

寝
食
を
忘
れ
痛
心
の
事
彩
し
、
只
一
片
歌
々
の
誠
意
は
漸
く
酬
ひ
ら
れ
整
理
の
緒
に
着
き
梢
安
堵
せ
り
」
と
。

　
反
動
恐
慌
以
後
同
行
の
業
績
が
不
振
に
陥
り
、
前
述
の
よ
う
な
大
整
理
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
に
は
、
も
と
よ
り
そ
れ
な
り
の
原
因

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
あ
げ
う
る
こ
と
は
、
第
一
次
大
戦
期
の
好
況
期
に
、
同
行
は
貸
出
に
積
極
的
な
方
針
を
採
用
し
て
き
た
が
、
綿
業
界

近
江
銀
行
の
軌
跡

二
五



（第2表）大正13年上期損益計算書（単位：円）

利　　益 金　　額 損　　失 金　　額

利　　　　　　益 3，357，032 利　　　　　　益 7，177，764

割　　引　　料 3，365，333 割　　引　　料 103，203

手　　数　　料 134，207 手　　数　　料 24，203

有価証券利息 888，548 諸貸金群賊 17，084，165

株式配当金 3，625 税　　　　　　金 195，756

有価証券償還益 4，028 給料及手当 362，972

雑　　　　　　益 10，914 旅　　　　　　費 9，125

営業用土地建物 1，199，875 営　　業　　費 223，972

価額改訂益
有価証券価額 242，485 営　　繕　　費 4，441

改　　訂　　益

重役出損費 1，100，000

法定準備金戻入 4，070，000

配当平均準備金 1，200，000

一戻　入

前期繰越金 222，079

当期純損金 9，387，476

合　　　　　　計 25，185，605 合　　　　　計 25，185，605

（出所）近江銀行『第61期営業報告書』による。円以下切捨て表示している。

　　　（第3表）　大正13年下期損益計算書（単位：円）

利　　益 金　　額 損　　失 金　　額

利　　　　　　息 3，241，683 利　　　　　　息 6，304，336

割　　引　　料 3，360，074 割　　引　　料 184，160

手　　数　　料 80，427 手　　数　　料 8，410

有価証券利息 1，000，593 有価証券価額鎗却 86，738

株式配当金 625 税　　　　　　金 189，692

有価証券償還益 48，135 給料手当及旅費 374，809

雑　　　　　　益 165 営業費・営繕費 252，815

有価証券価額 85，558 雑　　　　　損 532

改訂益
資本減少額繰入 9，375，000 前期繰越損金 9，387，476

当期純益金 403，289

合　　　　　　計 17，192，263 合　　　　　計 17，192，263

（出所）近江銀行『第62期営業報告書』による。円以下切捨て表示している。

近
江
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行
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跡
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の
投
機
思
惑
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
貸
出
が
放
漫
に
流
れ
、
そ
れ
が
反
動
恐
慌
に
際
し
貸
出
の
固
定
化
を
招
き
、
や
が
て
大
整
理
を
余
儀
な
く
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
め
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
当
行
ハ
綿
業
関
係
ノ
機
関
銀
行
タ
ル
コ
ト
ヲ
其
特
色
ト
セ
シ
ヲ
以
テ
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
江
銀

行
は
綿
業
関
係
と
の
関
係
が
深
く
、
銀
行
役
員
の
多
く
も
紡
績
や
綿
糸
布
関
係
の
事
業
会
社
の
役
員
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
傾
向
は
自
ら
資
金

運
用
に
お
い
て
、
特
定
業
界
、
特
定
企
業
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
反
動
恐
慌
以
後
の
景
気
の
後
退
、
不
況
に
臨
み
、

不
良
貸
が
整
理
さ
れ
ざ
る
の
み
か
、
得
意
先
企
業
の
倒
産
を
防
ぐ
た
め
に
さ
ら
に
追
い
貸
し
を
行
な
い
、
や
が
て
巨
額
の
貸
出
し
の
固
定
化
を

招
い
た
こ
と
が
、
同
行
の
経
営
危
機
を
招
く
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
た
。

　
反
動
恐
慌
以
後
の
同
行
の
経
営
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
他
の
要
因
は
、
頭
取
池
田
経
三
郎
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
東
京
銀
行
の
合
併

で
あ
っ
た
。
近
江
銀
行
は
大
正
七
年
同
行
を
合
併
し
、
本
店
お
よ
び
深
川
、
神
田
、
本
郷
、
小
石
川
の
各
支
店
を
そ
れ
ぞ
れ
近
江
銀
行
支
店
と

し
、
一
切
の
業
務
を
引
継
ぎ
営
業
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
合
併
が
や
が
て
同
行
に
と
っ
て
つ
ま
ず
き
の
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
十
三
年
八
月
一
日
号
）
は
、
「
近
江
銀
行
の
整
理
」
と
題
す
る
一
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
豫
ね
て
よ
り
世
間
疑
惧
の
的
と
な
り
つ
・
あ
り
し
近
江
銀
行
は
、
遂
に
大
整
理
を
発
表
し
た
。
特
に
其
の
整
理
の
男
ら
し
き
に
至
っ
て
は
、

僕
の
密
か
に
構
揚
す
る
所
で
あ
る
が
、
シ
カ
モ
其
内
惰
を
見
る
に
お
い
て
、
能
く
も
斯
の
如
き
欠
陥
を
、
今
ま
で
彌
縫
し
つ
・
あ
っ
た
も
の
か

な
と
驚
か
し
む
る
。

　
同
行
失
脚
の
主
因
は
、
何
と
い
っ
て
も
東
京
銀
行
の
併
合
に
あ
る
。
若
し
此
の
併
合
さ
へ
な
か
り
し
な
ら
ば
、
大
阪
方
面
に
お
け
る
貸
出
固

定
の
如
き
、
決
し
て
憂
ふ
る
に
足
ら
ぬ
の
で
あ
っ
た
。

　
是
に
お
い
て
僕
の
切
に
感
ず
る
所
は
事
業
の
合
同
で
あ
る
。
、
我
が
国
の
合
同
な
る
も
の
は
、
好
成
績
を
恵
む
る
も
の
・
合
同
で
な
く
し
て
、

破
綻
に
瀕
せ
ん
と
す
る
も
の
か
、
虚
欺
隔
着
を
以
て
叢
り
付
く
る
に
あ
る
。
而
し
て
信
用
調
査
の
機
関
に
乏
し
き
常
と
し
て
、
伝
弁
利
口
の
も

の
は
多
く
正
真
漢
を
欺
き
、
以
て
自
己
の
損
害
を
他
人
に
嫁
す
る
を
以
て
手
腕
あ
り
と
称
せ
ら
る
・
。

近
江
銀
行
の
軌
跡

二
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近
江
銀
行
の
軌
跡

二
入

　
近
江
銀
行
の
前
頭
取
池
田
経
三
郎
氏
は
此
鮎
に
お
い
て
善
人
で
あ
っ
た
。
善
人
で
あ
っ
た
が
爲
め
に
遂
に
欺
か
れ
た
。
固
よ
り
調
査
疎
漏
の

畿
を
免
れ
難
い
が
、
其
欺
か
れ
た
丈
け
善
人
た
る
を
謹
す
る
。
併
し
善
人
で
あ
っ
て
も
、
之
が
不
始
末
の
失
態
を
償
ふ
課
に
行
か
ぬ
。

　
僕
は
切
に
世
人
に
勧
む
る
。
事
業
の
合
同
は
斯
界
整
理
の
要
諦
で
あ
る
が
、
併
し
合
同
其
者
は
直
ち
に
事
業
界
の
整
理
を
意
味
せ
ぬ
。
強
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
の
同
志
の
合
併
は
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
弱
き
も
の
同
志
の
結
合
、
若
く
は
弱
き
も
の
・
併
合
は
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
し
と
。

　
東
京
銀
行
は
す
で
に
合
併
前
に
業
績
不
振
を
き
た
し
て
い
た
が
、
と
く
に
合
併
後
の
大
震
災
に
よ
り
前
記
支
店
が
焼
失
し
た
り
、
あ
る
い
は

前
記
支
店
の
貸
付
先
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
た
め
に
近
江
銀
行
の
貸
出
の
固
定
化
が
さ
ら
に
増
大
せ
し
め
ら
れ
、
破
綻
を
招
く
一
因
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
近
江
銀
行
の
経
営
不
振
を
招
い
た
要
因
と
し
て
、
同
行
を
設
立
し
、
維
持
せ
し
め
て
き
た
役
貝
ら
の
中
に
、
銀
行
経
営
者
と
し
て
の

適
材
を
見
出
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
近
江
銀
行
は
本
来
近
江
商
人
の
銀
行
と
し
て
設
立
さ

れ
、
明
治
時
代
か
ら
、
役
員
に
は
在
阪
の
近
江
商
人
出
身
の
事
業
家
が
名
を
連
ね
て
き
た
。
し
か
し
近
江
銀
行
は
、
す
で
に
明
治
三
〇
年
代
は

じ
め
か
ら
日
銀
に
よ
る
資
金
面
の
援
助
と
同
時
に
、
人
事
の
面
に
お
い
て
も
同
行
か
ら
の
テ
コ
入
れ
を
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
四
年
以

来
日
銀
出
身
の
池
田
経
三
郎
が
頭
取
と
し
て
経
営
の
実
権
を
握
り
、
大
正
｝
二
年
死
去
す
る
ま
で
、
そ
の
独
裁
的
な
経
営
は
、
一
面
近
江
銀
行

の
発
展
に
寄
与
し
つ
つ
も
、
他
面
に
お
い
て
人
材
の
育
成
と
い
う
面
で
問
題
を
残
し
、
と
り
わ
け
日
銀
依
存
の
体
質
が
、
同
行
役
員
ら
の
間
に

自
立
の
精
神
を
欠
落
せ
し
め
、
同
行
の
経
営
不
振
を
招
く
一
因
を
作
っ
て
い
た
。
す
で
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
大
正
一
二
年
一
月
、
池
田

経
三
郎
没
後
頭
取
を
引
き
受
け
る
者
な
く
、
後
任
頭
取
の
斡
旋
を
日
銀
に
乞
う
と
い
っ
た
事
態
が
続
き
、
漸
く
従
来
の
役
員
中
よ
り
下
郷
傳
平

が
頭
取
に
選
任
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
後
、
す
で
に
傾
き
か
か
っ
て
き
て
い
た
近
江
銀
行
を
、
支
え
る
だ
け
の
気
力
と
責
任

感
と
を
持
合
わ
せ
ず
、
同
頭
取
に
対
す
る
当
時
の
世
評
は
か
ん
ば
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
一
三
年
九
月
一

五
日
号
）
に
よ
れ
ば
、
「
池
田
頭
取
の
後
を
継
い
だ
下
郷
傳
平
君
、
ど
う
し
た
事
か
銀
行
に
姿
を
見
せ
る
を
嫌
ふ
の
み
で
な
く
世
間
へ
出
て
も
不



用
意
に
如
何
に
も
同
行
内
部
の
焦
げ
法
り
に
堪
へ
兼
ね
て
い
る
様
な
顔
を
見
せ
た
の
で
、
感
の
早
い
世
人
は
こ
れ
を
テ
ッ
キ
リ
近
銀
内
部
が
噂

通
り
大
分
焦
げ
煙
っ
て
居
る
か
ら
だ
と
、
看
て
取
る
事
と
な
っ
た
。
槌
か
に
下
郷
君
の
此
不
謹
慎
も
先
達
の
近
江
銀
行
動
揺
の
端
緒
を
開
い
た

　
　
（
6
）

と
云
え
る
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
阿
部
房
次
郎
傳
』
に
は
、
＝
二
年
の
近
銀
整
理
に
つ
い
て
行
内
課
長
ク
ラ
ス
の
中
堅
幹
部
ら
の
不
満

が
大
き
く
、
同
行
の
特
長
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
役
員
中
よ
り
頭
取
を
え
ら
び
、
自
立
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
「
中
央
に
の
み
縄
ら
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
下
郷
頭
取
以
下
の
意
見
が
勝
を
占
め
て
遂
に
日
銀
か
ら
保
井
塑
造
頭
取
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
経
過
が
語
ら
れ
て
い
る
。
前

述
の
よ
う
な
下
郷
頭
取
に
対
す
る
批
評
が
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
資
料
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
に
わ
か
に
断
じ
難
い
。
当
時
役

員
の
中
に
は
阿
部
房
次
郎
の
よ
う
な
人
物
も
存
在
し
た
が
、
同
人
は
大
正
一
光
年
＝
月
以
来
東
洋
紡
の
副
社
長
に
就
任
（
同
一
五
年
六
月
社
長

就
任
）
し
て
お
り
、
業
務
の
多
忙
な
ど
で
、
近
銀
の
経
営
に
専
念
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
近
江
銀
行
の
役
員
中
に
、
と
く
に

同
行
生
え
ぬ
き
の
幹
部
の
中
に
、
近
江
銀
行
の
建
て
直
し
を
は
か
る
だ
け
の
人
材
を
欠
い
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
近
江
銀
行
で
は
保
井
猶
造
が
頭
取
に
就
任
し
、
同
行
の
整
理
を
断
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
＝
二
年
近
江
銀
行
の
整
理

は
同
頭
取
の
実
直
な
人
柄
と
相
ま
っ
て
一
般
に
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
。
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
＝
二
年
九
月
一
五
日
号
）
に
次
の

よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

「
近
江
銀
行
の
整
理
公
表
は
極
め
て
正
直
な
告
白
で
あ
っ
て
、
其
間
に
一
芥
の
疾
し
き
汚
物
を
止
め
ず
、
綺
麗
薩
張
り
と
掃
除
を
し
た
貼
に
世

人
の
同
情
を
惹
い
た
。

　
資
本
半
減
の
銀
行
整
理
は
、
記
者
の
記
憶
に
よ
る
と
北
濱
銀
行
の
次
に
此
の
近
県
と
な
っ
た
繹
で
、
世
間
に
吊
り
類
の
な
い
整
理
策
で
あ
る
。

　
其
の
整
理
策
は
世
人
の
同
情
を
惹
く
と
惹
か
ぬ
と
に
拘
は
ら
ず
、
大
阪
金
融
界
の
一
流
を
以
て
誇
れ
る
同
行
に
し
て
、
斯
く
も
惨
憺
た
る
失

脚
に
陥
る
と
い
ふ
は
定
め
て
痛
恨
の
次
第
と
思
ふ
。

　
近
江
銀
行
の
此
の
正
直
な
る
告
白
は
恐
く
は
正
直
な
る
保
井
新
頭
取
の
方
寸
よ
り
出
で
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

近
江
銀
行
の
軌
跡

二
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三
〇

　
保
井
君
は
人
も
知
る
日
本
銀
行
子
飼
の
人
で
半
生
の
経
歴
は
銀
行
で
あ
り
シ
カ
モ
其
人
と
な
り
は
丸
で
誠
実
を
打
て
固
め
た
や
う
な
人
だ
。

　
難
波
橋
の
上
で
蒋
が
る
と
橋
の
方
が
痛
い
と
い
ふ
位
堅
き
が
上
に
も
堅
い
人
で
シ
カ
モ
其
中
に
多
少
の
暉
味
を
有
し
人
生
観
に
対
し
て
は
中

々
面
白
い
意
見
を
持
っ
て
居
る
。

　
失
敗
後
の
近
銀
頭
取
と
し
て
斯
の
如
き
人
は
、
最
も
適
当
必
要
で
あ
っ
て
、
何
人
の
斡
旋
か
知
ら
ぬ
が
能
く
保
井
君
を
知
る
も
の
と
謂
ひ

（
8
）

得
る
。
L

　
大
正
＝
二
年
の
近
江
銀
行
の
整
理
と
陣
容
の
立
直
し
は
、
一
時
的
で
は
あ
っ
た
が
同
行
経
営
上
好
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
大
正
＝
二
年

下
半
期
よ
り
金
融
市
場
は
緩
和
基
調
を
た
ど
り
、
銀
行
の
業
績
は
芳
し
か
ら
ず
、
東
西
主
要
銀
行
の
多
く
が
業
績
不
振
に
陥
っ
て
い
た
。
一
四

年
下
期
の
決
算
に
お
い
て
、
一
三
年
下
期
に
比
し
て
純
益
を
あ
げ
え
た
銀
行
は
、
村
井
、
明
治
、
近
江
の
三
行
の
み
で
、
他
行
は
い
ず
れ
も
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

益
の
減
少
、
積
立
金
の
減
少
と
な
っ
て
い
た
。

　
大
正
＝
二
年
の
整
理
は
近
江
銀
行
に
と
っ
て
か
な
り
の
決
断
を
要
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
整
理
に
な
お
徹
底
を
欠
き
、
不
良

貸
付
の
削
減
に
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
整
理
当
時
同
行
の
貸
出
は
九
千
万
円
台
に
減
少
し
て
い
た
が
、
大
正
一
四

年
下
期
末
に
は
再
び
一
億
二
七
〇
〇
万
円
に
増
大
し
、
し
か
も
固
定
的
な
貸
出
が
そ
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
た
め
同
行
は
資
金
繰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

り
が
困
難
と
な
り
、
前
掲
第
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
日
銀
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
示
の
よ
う
に
、
日
銀
か
ら

の
融
通
額
は
、
昭
和
元
年
末
以
降
毎
月
末
三
千
万
円
を
超
え
、
昭
和
二
年
三
月
末
に
は
四
千
万
円
台
に
達
し
、
金
融
恐
慌
に
よ
る
休
業
当
日
の

四
月
一
入
日
に
は
五
千
三
百
万
余
円
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
1
V
　
近
江
銀
行
『
第
六
一
期
営
業
報
告
書
』
に
よ
る
。

　
　
（
2
）
　
熊
川
千
代
喜
、
前
掲
書
、
二
八
七
一
二
八
入
頁
。

　
　
（
3
）
　
同
右
、
二
九
〇
頁
。

　
　
（
4
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
編
、
前
掲
書
、
四
二
〇
頁
。



（
5
）
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
＝
二
年
八
月
一
日
号
）

（
6
）
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
＝
二
年
九
月
一
五
日
号
）

（
7
）
　
熊
川
干
代
喜
、
前
掲
書
、
二
九
一
頁
。

（
8
）
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
＝
二
年
九
月
一
五
日
号
）

（
9
）
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
一
五
年
三
月
一
日
号
）

（
1
0
）
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
大
正
「
二
年
五
月
｛
五
日
号
）
は
、
「
銀
行
界
の
智
慧
と
整
理
の
必
要
」
と
題
す
る
社
説
に
お
い
て
、
当
時
の
銀
行
の
整
理
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て

　
　
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
　
「
彼
等
は
其
段
損
を
明
に
し
、
其
資
産
を
減
じ
、
其
配
当
を
低
く
す
る
に
お
い
て
、
世
間
の
信
用
を
害
し
、
取
付
騒
ぎ
を
演
出
す
る
を
恐
る
・
も
の
ら
し
い
。
而
し
て
虚
儒
の

　
貸
借
対
照
表
を
作
製
し
、
徒
ら
に
数
字
を
高
く
し
て
以
て
世
の
信
用
を
得
る
の
所
以
と
解
し
、
虚
億
と
信
用
と
は
何
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
両
立
せ
ぬ
も
の
た
る
を
知
ら
ぬ
。

　
故
に
彼
等
は
自
ら
事
業
界
整
理
の
原
動
力
を
以
て
任
ず
る
の
勇
気
が
な
く
、
其
債
務
者
に
忠
告
し
、
助
言
し
、
之
を
刺
戟
し
、
之
を
警
醒
し
て
、
其
固
定
貸
付
の
回
収
を
図
ら

　
　
ん
と
す
る
の
で
も
な
く
、
更
に
自
ら
其
資
産
を
以
て
訣
損
を
整
理
す
る
の
で
も
な
い
。
薄
の
風
の
ま
に
ま
に
自
然
の
帰
趨
に
頼
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
米
国
経
済
界

　
　
の
回
復
は
実
に
銀
行
界
の
自
発
的
整
理
に
原
因
し
た
。
吾
等
は
我
国
銀
行
界
の
意
気
地
な
さ
を
悲
し
む
と
共
に
、
亦
大
蔵
省
や
日
本
銀
行
が
、
単
に
銀
行
合
同
を
以
て
能
事
了

　
　
れ
り
と
し
、
絶
え
て
此
根
本
問
題
に
向
っ
て
其
力
を
注
が
ざ
る
の
無
識
見
を
憐
れ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。

七
　
昭
和
金
融
恐
慌
と
近
江
銀
行
の
破
綻

　
日
本
経
済
は
大
正
九
年
以
来
景
気
の
好
転
を
み
ず
、
苦
境
に
坤
吟
し
て
き
た
が
、
八
年
目
の
昭
和
二
年
に
至
り
空
前
の
金
融
恐
慌
に
当
面
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
昭
和
二
年
一
月
以
来
議
会
に
お
い
て
、
震
災
手
形
損
失
補
償
公
債
法
案
お
よ
び
震
災
手
形
善
後
処
理
法

案
の
審
議
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
過
程
で
三
月
｝
日
、
蔵
相
片
岡
直
温
の
行
な
っ
た
説
明
の
中
に
、
東
京
渡
辺
銀
行
が
破
綻
し
た
旨
を
語

っ
た
失
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
人
心
著
し
く
動
揺
し
、
各
地
の
銀
行
が
預
金
取
付
け
に
あ
い
、
相
つ
い
で
休
業
し
、
三
月
半
ば
よ
り
四
月

末
ま
で
の
約
｝
ヵ
月
半
の
期
間
に
わ
た
り
深
刻
な
金
融
恐
慌
を
引
き
起
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
政
府
は
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
以
後
、
財
界
救
済
に
幾
多
の
手
段
を
こ
う
じ
て
き
た
。
既
述
の
よ
う
に
日
銀
に
よ
る
特
別
融
資
あ
る
い
は
大

蔵
省
預
金
部
資
金
の
放
出
に
よ
る
特
定
企
業
の
救
済
な
ど
、
数
次
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
き
た
。
関
東
大
震
災
後
の
日
銀
に
よ
る
震
災
地
関
係

近
江
銀
行
の
軌
跡
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三
二

の
手
形
の
再
割
引
な
ど
も
、
銀
行
の
救
済
と
し
て
の
意
味
を
多
分
に
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
震
災
手
形
の
回
収
状
態
は
、
日
銀
に
よ
る
特
別
融

通
期
限
の
再
度
の
延
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
良
で
あ
り
、
第
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
元
年
（
大
正
一
五
年
）
末
現
在
の
未
決
済
手
形
高

は
二
億
六
入
○
万
円
に
達
し
て
い
た
。
表
示
の
よ
う
に
こ
の
う
ち
特
別
銀
行
で
あ
っ
た
台
湾
銀
行
所
有
分
が
最
も
多
く
、
し
か
も
そ
の
大
部
分

が
鈴
木
商
店
関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
。
震
災
手
形
の
整
理
は
大
正
末
年
以
来
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
た
が
、
台
銀
と
鈴
木
商
店
と
の
関

連
な
ど
が
暴
露
さ
れ
る
と
と
も
に
、
遊
手
問
題
は
議
会
に
お
い
て
も
喧
し
く
論
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
政
府
も
そ
の
整
理
に
迫
ち
れ
、
前
記

法
案
の
提
出
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
は
し
な
く
も
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
を
引
き
起
す
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
三
月
一
五
日
、

前
記
の
東
京
渡
辺
銀
行
が
休
業
し
、
つ
い
で
中
井
、
左
右
田
、
村
井
、
八
十
四
等
の
諸
銀
行
が
休
業
し
て
金
融
界
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
さ

ら
に
三
月
二
六
日
に
至
り
台
湾
銀
行
が
株
式
会
社
鈴
木
商
店
へ
の
資
金
的
援
助
を
拒
絶
し
、
ま
た
世
銀
以
外
の
債
権
銀
行
に
対
す
る
、
同
店
か

ら
の
取
立
猶
予
要
請
も
容
れ
ら
れ
ず
、
遂
に
鈴
木
商
店
の
破
綻
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
破
綻
は
同
店
の
大
株
主
で
あ
っ
た
神
戸
の
六
十

五
銀
行
の
取
付
、
休
業
を
招
き
、
さ
ら
に
興
銀
の
信
用
失
墜
へ
と
進
展
し
、
同
行
は
極
度
の
資
金
難
に
陥
入
り
、
休
業
の
危
機
に
直
面
す
る
に

至
っ
た
。
政
府
は
市
中
銀
行
に
対
し
台
銀
コ
ー
ル
の
引
揚
げ
を
一
時
中
止
す
べ
く
威
嚇
的
に
要
求
し
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
。
早
旦
は
事
態
打

開
の
た
め
日
銀
お
よ
び
大
蔵
省
に
、
特
別
資
金
の
援
助
を
要
請
、
政
府
は
議
会
が
休
会
中
の
た
め
台
湾
銀
行
救
済
の
た
め
の
緊
急
勅
令
を
公
布

す
べ
く
、
四
月
一
四
日
勅
令
案
を
枢
密
院
に
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
第
一
条
日
本
銀
行
ハ
昭
和
三
年
五
月
末
日
マ
デ
台
湾
銀
行
二
対
シ
無

担
保
ニ
テ
特
別
融
通
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
、
第
二
条
政
府
ハ
第
一
条
ノ
規
定
二
從
ヒ
日
本
銀
行
が
台
湾
銀
行
二
融
通
ヲ
ナ
シ
タ
ル
タ
メ
損
失
ヲ
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

シ
タ
ル
場
合
日
華
イ
テ
ハ
ニ
億
円
ヲ
限
度
ト
シ
テ
補
償
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
四
月
一
五
日
枢
密
院
精
査
委
員
会
は
こ

の
勅
令
案
を
憲
法
違
反
の
名
の
も
と
に
否
決
、
｝
七
日
の
枢
密
院
本
会
議
で
も
正
式
に
こ
れ
を
否
決
し
た
。
こ
の
た
め
若
槻
内
閣
は
総
辞
職
し
、

四
月
二
〇
日
、
田
中
義
一
を
首
班
と
す
る
政
友
会
内
閣
が
成
立
、
蔵
相
に
は
高
橋
是
清
が
就
任
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
緊
急
勅
令
案
否
決
の
報
と
と
も
に
預
金
者
達
の
不
安
が
高
ま
り
、
金
融
恐
慌
は
深
刻
な
事
態
を
む
か
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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（第エ表）震災手形未決済高 （単位：千円）

震災手形 震災手形未決済高 未決済率

銀行名 総　額
iA） 大正13年11月末 大正14年11月末

昭和元年12月末
@　（B）

（B／A・％）

台　　湾 115，225 104，271（37．8） 101，276（43．4） 100，035（48．4） 86．8

藤本ビル
uローカー

37，214 3，898（1．4） 3，834（1．2） 2，181（1．1） 5．9

朝　　鮮 35，987 32，293（11．7） 25，233（10．8） 21，606（10．4） 60．0

安　　田 25，000 0（　一） 0（　一） 0（　一） 0．0

村　　井 20，429 16，590（6．0） 15，544（6．7） 15，204（7．4） 74．3

十　　五 20，073 14，130（5．1） 11，494（4，9） 0（　一） 0．0

川　　崎 19，373 9，311（3．4） 5，261（2．3） 3，720（1．8） 19．2

近　　江 13，423 9，564（3．5） 9，707（4．2） 9，319（4，5） 69．4

早川ビル
uローカー

12，624 6，900（2．5） 0（　一） 0（　一） 0．0

豊　　国 10，724 6，634（2．4） 5，018（2．2） 3，380（1．6） 31．5

柳田ビル
uローカー

9，920 1，910（0．7） 0（　一） 0（　一） 0．0

第　　二 9，299 8，752（3．2） 7，685（3．3） 7，685（3．7） 82．6

左右田 8，017 6，349（2．3） 5，726（2．5） 5，430（2．6） 67．7

第　　百 7，925 1，072（0．4） 0（　一） 0（　一） 0．0

東京渡辺 7，519 6，957（2．5） 6，728（2．9） 6．533（3．2） 86．9

東　　海 7，375 2，882（1．0） 922（0．4） 730（0．4） 9．9

若　　尾 5，733 4，111（1．5） 5，278（2．3） 4，214（2．0） 73．5

第十九 5，492 5，300（1。9） 1，960（0．8） 1，910（0．9） 34．8

中　　井 4，955 3，204（1．2） 2，614（1．1） 2，547（1．2） 51．4

入十四 4，590 3，369（1．2） 2，656（1．1） 2，260（1．1） 49．2

中　　沢 4，440 4，375（1．6） 4，277（1．8） 4，243（2．1） 95．6

永　　楽 4，050 4，050（L5） 4，050（1．7） 3，887（2．0） 96．0

阿波商業 2β50 2，850（1．0） 2，350（1．0） 2，150（1．0） 75．4

神戸岡崎 2，711 1，000（0．4） 0（　一） 0（　一） 0．0

辛　　酉 2，392 2，299（0．8） 2，290（1．0） 2，230（1．1） 93．2

小　　計 397，340 262，026（95，0） 222，903（95．5） 199，264（96．4） 50．1

その他とも計 430，816 275，677（100．0） 233，359（100．0） 206，800（100．0） 48．0

（注）　かっこ内は構成比（％）。

（出所）　日本銀行百年史編纂委員会編『日本銀行百年史・第3巻』101頁による。



近
江
銀
行
の
軌
跡

三
四

　
四
月
一
入
日
、
台
湾
銀
行
が
休
業
を
発
表
、
同
日
近
江
銀
行
も
三
週
間
の
臨
時
休
業
を
発
表
し
た
。
こ
の
余
波
で
、
大
阪
、
滋
賀
、
岡
山
、

広
島
、
福
岡
な
ど
各
府
県
で
取
付
け
が
発
生
、
休
業
銀
行
が
続
出
し
、
四
月
二
一
日
に
は
宮
内
庁
金
庫
と
し
て
信
用
の
あ
っ
た
一
五
銀
行
が
休

業
を
発
表
し
、
パ
ニ
ッ
ク
は
全
国
の
銀
行
を
襲
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
に
よ
る
と
、
「
台
銀
の
休
業
は
予
測
さ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
近
江
の
閉
店
は
意
外
の
感
に
打
た
れ
る
も
の
多
く
、
同
行
関
係
の
大
阪
市
内
、
江
州
地
方
、
京
都
市
等
は
極
端
な

不
安
に
駆
ら
れ
た
。
殊
に
猛
烈
で
あ
っ
た
の
は
預
金
都
市
で
あ
り
且
つ
村
井
銀
行
休
業
の
苦
を
な
め
た
京
都
地
方
で
、
一
五
銀
行
支
店
を
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

東
京
に
本
店
を
有
す
る
有
力
銀
行
に
取
付
が
始
つ
た
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
近
江
銀
行
休
業
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
日
銀
調
査
局
資
料
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
前
月
下
旬
以
来
緩
慢
ナ
ル
引
出
二
遭
ヒ
資
金
調
達
難
二
會
シ
ツ
・
ア
リ
タ
ル
近
江
銀
行
（
資
本
金
一
五
、
○
○
○
千
円
）
ハ
同
行
ノ
地
盤
タ

ル
江
州
二
於
テ
栗
太
銀
行
休
業
ノ
絵
波
ヲ
蒙
り
同
地
方
ノ
預
金
引
出
増
加
シ
タ
ル
結
果
愈
々
窮
境
二
陥
リ
、
本
行
ト
シ
テ
ハ
最
大
限
度
ノ
融
通

ヲ
与
ヘ
タ
ル
モ
及
ハ
ズ
、
遂
に
台
湾
銀
行
ト
同
シ
ク
休
日
明
ケ
十
八
日
支
払
停
止
ヲ
発
表
ス
ル
ニ
至
リ
テ
金
融
界
ハ
更
一
二
段
目
緊
張
ノ
度
ヲ

加
へ
、
殊
二
同
行
二
就
テ
ハ
本
行
ノ
援
助
ア
ル
ヲ
以
テ
閉
鎖
ヲ
見
ル
コ
ト
無
カ
ル
ヘ
シ
ト
一
般
二
鼠
算
ラ
レ
居
タ
ル
ト
、
大
阪
二
於
テ
ハ
格
別

目
立
チ
タ
ル
店
頭
取
付
モ
無
カ
リ
シ
コ
ト
・
テ
、
其
突
然
ノ
休
業
ハ
｝
般
人
心
二
異
常
ナ
ル
打
撃
ヲ
与
へ
、
同
地
綿
糸
布
、
呉
服
太
物
、
メ
リ

ヤ
ス
商
人
等
ハ
一
時
索
然
自
失
ノ
態
ニ
テ
殆
ト
休
商
同
様
ノ
状
態
ヲ
呈
セ
リ
。
之
ヨ
リ
預
金
者
全
般
三
旦
リ
テ
漸
ク
動
揺
ノ
兆
ア
リ
流
言
蚕
語

ハ
随
所
二
行
ハ
レ
、
阪
神
心
地
並
二
等
近
郊
、
京
都
及
滋
賀
県
下
二
於
ケ
ル
銀
行
中
ニ
尾
燈
ナ
リ
激
シ
キ
預
金
ノ
取
付
ヲ
受
ケ
、
名
古
屋
近
郊
、
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金
沢
及
中
国
方
面
等
ニ
モ
動
揺
ヲ
見
タ
ル
模
様
ナ
リ
。
」

　
滋
賀
県
に
お
い
て
は
三
月
二
三
日
、
大
垣
市
に
本
店
を
お
く
浅
沼
銀
行
長
」
浜
支
店
が
休
業
し
、
ま
た
三
月
中
近
江
銀
行
の
県
内
支
店
や
栗
太

銀
行
な
ど
で
も
緩
慢
な
取
付
け
が
生
じ
て
い
た
が
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
小
康
を
た
も
っ
て
い
た
県
内
金
融
界
は
、
四
月
半
ば
に

至
り
大
混
乱
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
其
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
四
月
　
五
日
の
栗
太
銀
行
の
休
業
発
表
で
あ
っ
た
。
同
行
本
店
の
置
か
れ



て
い
た
県
下
の
栗
太
郡
草
津
町
（
現
、
草
津
市
）
で
は
、
百
三
十
三
銀
行
草
津
支
店
な
ど
、
他
の
銀
行
支
店
に
も
預
金
引
出
し
を
求
め
る
人
々
が

殺
到
し
長
蛇
の
列
を
な
し
た
。
栗
太
銀
行
と
近
江
銀
行
と
は
取
引
関
係
等
を
通
じ
て
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
た
め
に
、
栗
鼠
破
綻
の
影
響

は
直
ち
に
近
江
銀
行
に
も
波
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
栗
太
銀
行
は
明
治
三
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
銀
行
で
草
津
町
の
本
店
の
外
、
県
下
に
一
二

支
店
を
配
し
て
い
た
。
休
業
当
時
は
資
本
金
一
〇
〇
万
円
（
払
込
入
○
万
回
目
、
預
金
総
額
六
二
〇
万
円
、
貸
出
総
額
五
三
〇
万
円
程
度
の
小
銀

行
で
あ
っ
た
。
同
行
は
第
一
次
大
戦
中
各
種
事
業
会
社
に
融
資
を
行
な
い
、
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
に
よ
り
資
金
の
固
定
比
を
き
た
し
、
そ
の

後
も
整
理
の
進
捗
が
み
ら
れ
ず
、
金
融
恐
慌
に
よ
り
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
県
下
に
お
け
る
預
金
取
付
の
「
端
が
当
時
の
新

聞
で
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
「
栗
太
銀
行
の
休
業
に
引
続
い
て
一
八
日
の
近
江
銀
行
休
業
で
大
津
市
浜
通
り
の
銀
行
街
は
、
午
後
に
い
た
る
も
右
往
左
往
す
る
預
金
者
達

で
喧
燥
を
極
め
、
中
で
も
八
幡
銀
行
、
百
三
十
三
銀
行
、
農
工
銀
行
等
は
い
つ
れ
も
千
人
余
の
預
金
十
三
が
銀
行
の
内
外
に
蝟
集
し
て
取
締
り

の
官
憲
の
制
止
も
き
か
ず
押
合
ひ
へ
し
合
ひ
す
る
の
で
、
入
幡
銀
行
の
如
き
は
玄
関
口
に
縄
張
り
を
し
て
、
内
外
に
は
私
服
制
服
の
巡
査
数
十
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名
が
警
戒
の
う
ち
に
、
夕
刻
ま
で
払
戻
し
を
行
っ
て
い
た
。
」

　
近
江
銀
行
の
休
業
は
他
の
諸
銀
行
の
取
付
、
休
業
を
誘
発
し
、
事
態
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
に
至
っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
間
台
銀

救
済
緊
急
勅
令
法
案
問
題
を
機
に
瓦
解
し
た
若
槻
内
閣
の
あ
と
を
受
け
、
四
月
二
〇
日
田
中
義
一
を
首
班
と
す
る
政
友
会
内
閣
が
成
立
、
同
内

閣
は
事
態
解
決
の
た
め
、
蔵
相
に
高
橋
是
清
を
す
え
、
翌
二
一
日
、
財
界
安
定
の
応
急
策
と
し
て
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
、
五
億
円
の
損
失
補
償
付

き
の
日
銀
特
融
、
二
億
円
の
損
失
補
償
付
き
の
台
畳
む
け
特
融
、
の
三
方
策
を
決
め
、
ま
ず
四
月
二
二
日
に
緊
急
勅
令
に
よ
る
「
支
払
猶
予
令
」

の
公
布
を
枢
密
院
に
は
か
り
、
即
日
可
決
施
行
さ
れ
た
。
支
払
猶
予
に
つ
い
て
は
、
関
東
大
震
災
当
時
、
山
本
内
閣
（
蔵
相
井
上
準
之
助
）
に

よ
り
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
年
の
「
支
払
猶
予
令
」
は
、
施
行
地
域
が
全
国
に
わ
た
り
、
預
金
引
出
額
制
限
を
一
口
五
百
円

ま
で
と
し
、
モ
ラ
ト
り
ア
ム
の
期
限
が
三
週
間
と
さ
れ
る
な
ど
、
震
災
当
時
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
そ
の
内
容
に
大
き
な
相
達
が
あ
っ
た
。
支
払

近
江
銀
行
の
軌
跡

三
五



近
江
銀
行
の
軌
跡

三
六

猶
予
令
の
施
行
に
当
り
、
内
務
省
は
全
国
的
な
暴
動
発
生
を
お
そ
れ
、
警
保
局
長
名
を
も
っ
て
流
言
蛮
語
を
取
り
締
り
、
人
心
を
動
揺
さ
せ
な

い
よ
う
厳
重
注
意
す
べ
き
旨
、
主
要
府
県
に
通
達
し
、
日
銀
も
ま
た
、
各
銀
行
に
対
し
徹
底
的
融
資
を
図
る
決
意
あ
る
旨
の
声
明
を
発
し
、
預

金
者
の
冷
静
化
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
政
府
は
五
月
四
日
よ
り
第
五
三
臨
時
議
会
を
召
集
し
、
「
日
本
銀
行
特
別
融
通
及
損
失
補
償
法
」
を
通

過
せ
し
め
、
同
月
九
日
に
公
布
施
行
し
て
い
る
。
本
法
に
も
と
つ
く
特
別
融
通
は
第
二
別
ロ
割
引
手
形
と
し
て
処
理
さ
れ
、
昭
和
三
年
五
月
八

日
の
特
別
融
通
残
高
は
四
億
九
入
○
○
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
政
府
補
償
に
よ
る
日
銀
の
特
別
融
通
は
、
さ
き
の
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
と
と
も
に
異
例
の
財
界
救
済
措
置
で
あ
り
、
昭
和
金
融
恐
慌
が
、
日
銀
単
独
で
は
対
応
し
え
ず
、
政
府
の
陣
頭
出
動
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
に

大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
よ
う
な
措
置
に
よ
り
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
明
け
の
五
月
な
か
ば
以
降
、

漸
く
金
融
界
は
平
静
に
復
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
近
江
銀
行
は
、
い
わ
ゆ
る
昭
和
金
融
恐
慌
の
過
程
で
破
綻
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
破
綻
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
は
人
に
よ
り
相
違
が
あ
ろ
う
。
日
銀
調
査
局
に
よ
る
「
近
江
銀
行
ノ
破
綻
原
因
及
其
整
理
」
は
、
破
綻
原
因
に
ふ
れ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　

「
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
当
行
ノ
貸
出
ハ
綿
業
界
二
野
々
偏
重
セ
シ
以
外
ニ
ハ
重
役
及
其
関
係
事
業
二
対
ス
ル
貸
出
ノ
如
キ
モ
格
別
多
額
ナ
ラ
ス
只

從
来
積
極
方
針
ノ
下
二
営
業
ノ
拡
張
ヲ
図
り
殊
二
大
戦
中
急
激
ナ
ル
発
展
ヲ
遂
ゲ
タ
ル
際
取
引
先
ノ
選
択
脳
力
放
漫
二
流
レ
タ
ル
ニ
、
財
界
反

動
ニ
ョ
ー
ー
綿
業
関
係
者
ヲ
首
メ
一
般
得
意
先
ノ
蒙
り
タ
ル
打
撃
甚
タ
シ
ク
自
然
固
定
貸
多
額
二
上
リ
タ
ル
カ
十
三
年
整
理
ノ
際
其
錆
却
徹
底
ヲ
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欠
キ
タ
ル
爲
メ
不
知
不
識
固
定
貸
増
嵩
ヲ
告
ケ
当
行
ノ
資
金
梗
塞
ヲ
誘
致
セ
ル
モ
ノ
ト
雪
起
ラ
ル
」
と
。

　
第
2
表
は
休
業
直
前
に
お
け
る
同
行
の
資
産
負
債
の
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
総
貸
出
高
は
一
億
三
千
余
万
円
に
達
し
、
預
金
高
を
か
な

り
上
回
る
に
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
休
業
直
後
の
調
査
に
よ
る
と
、
前
記
貸
出
高
中
回
収
見
込
額
は
約
一
億
余
円
で
、
回
収
不
能
額
は
約
三

千
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い
た
。
大
正
一
三
年
に
固
定
貸
千
七
百
余
万
円
が
錆
却
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
生
三
ヵ
年
を
経
ず
に
再
び
巨
額



の
不
良
貸
を
計
上
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
整
理
の
不
徹

底
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
不
良
貸
を
地
方
別
に
み
る
と
、
関
東
五
支
店
に
圧
倒
的

に
多
く
、
東
京
銀
行
合
併
に
よ
る
東
京
進
出
後
、
大
正
九
年
の

財
界
反
動
、
＝
一
年
の
関
東
大
震
災
等
に
よ
り
固
定
貸
を
増
加

せ
し
め
、
そ
の
後
の
回
診
あ
る
い
は
回
収
も
財
界
不
振
に
よ
り

徹
底
さ
せ
え
ず
、
日
銀
か
ら
の
特
別
融
通
な
ど
に
よ
り
表
面
を

塑
塗
し
つ
つ
経
営
を
持
続
し
て
き
た
が
、
や
が
て
昭
和
金
融
恐

慌
期
に
至
り
か
よ
う
な
欠
陥
が
露
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
同
行
の
場
合
に
も
貸
出
に
際
し
担
保
評
価
が
寛
大
に
過
ぎ
、

担
保
有
価
証
券
中
に
は
市
価
殆
ど
皆
無
な
る
も
の
が
含
ま
れ
、

担
保
不
動
産
に
つ
い
て
の
評
価
も
、
休
業
後
の
整
理
過
程
で
、

近
江
銀
行
の
評
価
と
日
銀
の
評
価
と
の
間
に
、
約
三
百
万
円
も

の
差
異
が
存
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
同
行
の
貸
出
先
は
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、

繊
維
関
係
の
業
界
に
偏
噂
し
て
い
た
。
第
3
表
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
近
江
銀
行
休
業
直
前
の
一
〇
万
円
以
上
の
大
口
貸
出
先

を
み
る
と
、
業
種
別
に
は
「
綿
糸
布
織
物
業
」
が
圧
倒
的
に
大

近
江
銀
行
の
軌
跡

（第2表）近江銀行貸借対照表（昭和2年4月16日現在）

摘　　　　要 借方金額 摘　　　　要 貸方金額
円 円

諸　貸　出　金 126，666，994．70 諸　　預　　金 92，140，231．88

買入外国為替 360，298．06 借　　入　　金 48，961，940．00

利付為替手形 1，655，827．20 再割引手形 4，078，216．59

支払承諾見返 1，825，196．39 コールマネー 5，200，000．00

小　　　　計 ユ30，508，316．35 日本銀行当座勘定 279，165．94

小　　　　計 58，519，322．53

預　　　ケ　　金 88，344．72 他　　店　　借 1，837，399．83

払込未済資本金 5，625，000．00 売渡外国為替 1，992，680．76

雑　　勘　　定 42，372．20 支　払　承　諾 1，825，196．39

所有有価証券 25，260，576．84 仮　　勘　　定 33，965．50

：貸付有価証券 87，255．00 利益金勘定 3，834，495．71

他　　店　　貸 947，958．70 資　　本　　金 15，000，000．00

本支店間未達勘定 2，188，036．91 法定準備金 450，000．00

損失金勘定 3，495，581．68 行員恩給資金 390，000．00

所有不動産 5，759，640．39 割　　賦　　金 3，218．52

金　銀　勘　定 2，246，702．02 支払未済割賦金 16，312．37

前期繰越金 206，961．32

総　　　　計 176，249，784．81 総　　　　計 176，249，784．81

三
七

（出所）　日本銀行調査局編『日本金融史資料・昭和篇』第24巻，425頁。



（第3表）　貸出先業種別分類（4月16日現在）

業　　　種 関東支店 関西支店 大阪本店 合　計

千円 千円 千円 千円

綿糸布織物業 5，038 2，629 17，042 24，709

商　　　　　業 435 1，434 477 2，346

製　造　工　業 297 170 229 696

印刷出版業 2，906 33G 360 3，596

木　　材　　業 2，763 269 3，032

砂　　糖　　商 697 72 769

染　　料　　商 780 780

海　　運　　業 2，715 2，715

貿　　易　　業 173 1，487 1，660

肥　　料　　業 1，206 1，206

そ　　の　　他 2，319 1，290 15，619 19，228

合　　　計 15，408 11，602 33，727 60，737

（出所）　日本銀行調査局編『日本金融史資料・昭和篇』第24券，427～428

頁。

　　　（第4表）　重役に対する漏出（昭和2年）

氏　　　　　　　　名
4月16日

ﾝ出額
10月20日

ﾝ出額

伊　　　藤　　　忠　　　三

ｺ　　　郷　　　伝　　　平

｢　　部　　房　　次　　郎

｢　　部　　市　　太　　郎

k　　　川　　　与　　　平

o　　倉　　茂　　次　　郎

{　　　田　　　鏡　　　造

蛛@　原　　孫　　三　　郎

ｼ　　　田　　　庄　　　助

　　円
P61，420

P92，000

R39，369

W0，000

P49，547

@3，750

P2，800

S70，000

P12，000

　　円
P61，420

P80，000

Q57，369

V5，000

P42，547

@3，750

P2，000

S67，500

P12，000

計 1，520，886 1，411，586

（出所）　日本銀行調査局編『日本金融史資料・昭和篇』第24巻，428～429

　頁。
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（第5表）重役関係事業貸出（昭和2年）

貸　付　先
4月16日

ﾝ出額
10月20日

ﾝ出額
円 円

伊藤忠商事 819，600 548，000

鷺慧食嘉｝ 4，615，141
4，275，355

@178，366

倉　敷　紡　績 750，000 300，000

丸　紅　商　店 340，000 27，485

阿部市郎兵衛商店 59，318 18，806

阿部市商店 1，611，850 1，611，850

北　川　同　族 300，000 300，000

計 8，495，909 7，259，862

54321

『日本金融史資料・昭和篇』第24巻，429頁。（出所）

原
邦
道
『
昭
和
金
融
恐
慌
の
教
え
る
も
の
』
、
全
国
地
方
銀
行
協
会
、

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
昭
和
二
年
五
月
一
日
号
）

日
本
銀
行
調
査
部
編
、
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
（
第
二
二
コ
口
九
二
五
頁
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
滋
賀
版
、
（
昭
和
二
年
四
月
一
九
日
号
）

日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
昭
和
編
』
（
第
二
四
巻
）
、
四
二
九
頁
。

き
く
、
大
口
貸
出
合
計
額
の
四
割
六
厘
を
占
め
て
い
た
。
第
4
表
は
重
役
に
対
す
る
貸
出

を
、
ま
た
第
5
表
は
重
役
関
係
事
業
へ
の
貸
出
額
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
表
示
の
よ
う

に
若
干
の
例
外
を
除
き
、
重
役
あ
る
い
は
そ
の
関
係
事
業
と
称
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
近
江

商
人
の
関
係
事
業
が
多
く
含
ま
れ
、
ま
た
事
業
内
容
は
繊
維
関
係
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
貸
出
の
う
ち
、
重
役
に
対
す
る
貸
出
に
つ
い
て
は
伊
藤
忠
三
へ
の
貸
出
一
六
万
一

千
余
円
が
回
収
不
能
で
あ
っ
た
外
は
、
全
額
回
収
の
見
込
が
つ
き
、
ま
た
第
5
表
に
示
さ

れ
る
重
役
関
係
事
業
貸
出
に
つ
い
て
も
、
伊
藤
忠
関
係
事
業
約
五
百
万
円
中
一
五
〇
万
円

が
回
収
不
能
と
な
っ
た
外
は
回
収
可
能
と
見
込
ま
れ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て

は
他
の
休
業
銀
行
と
趣
を
異
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
大
口
貸
出
の
固
定
化
が
同
行
破
綻

の
一
因
と
な
っ
て
い
た
が
、
伊
藤
忠
関
係
へ
の
貸
出
を
除
い
て
は
、
重
役
関
係
へ
の
貸
出

が
不
良
貸
で
あ
っ
た
と
は
い
い
え
ず
、
そ
の
他
の
関
係
業
者
、
と
く
に
同
行
が
合
併
し
た

旧
東
京
銀
行
時
代
の
大
口
貸
出
が
固
定
化
を
招
く
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
昭
和
三
三
年
、
付
録
参
照
。

近
江
銀
行
の
軌
跡

三
九



近
江
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四
〇

八
　
近
江
銀
行
の
整
理

　
近
江
銀
行
は
、
関
西
地
方
に
お
け
る
有
力
銀
行
で
あ
り
、
と
く
に
綿
業
関
係
者
に
深
い
関
係
を
も
つ
金
融
機
関
と
し
て
独
自
の
地
位
を
占
め

る
と
と
も
に
、
滋
賀
県
は
じ
め
関
西
地
方
を
中
心
に
多
く
の
預
金
者
を
有
し
て
い
た
た
め
に
、
休
業
後
の
同
行
の
整
理
に
は
多
大
の
関
心
が
集

め
ら
れ
て
い
た
。
同
行
は
当
初
単
独
整
理
の
方
針
を
と
っ
て
い
た
が
、
資
産
内
容
が
予
想
外
に
悪
化
し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
整
理
が
難

行
し
、
昭
和
二
年
六
月
に
至
っ
て
も
整
理
、
開
業
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
休
業
発
表
当
時
近
江
銀
行
の
店
舗
は
、
大
阪
市
の
本
店
ほ
か
市
内
＝
二
支
店
、
東
京
市
五
支
店
、
京
都
市
二
支
店
、
滋
賀
県
七
支
店
三
出
張

所
、
兵
庫
県
三
支
店
一
出
張
所
、
合
計
三
二
支
店
四
出
張
所
と
な
っ
て
い
た
が
、
関
係
地
域
の
混
乱
は
大
き
く
、
休
業
以
後
預
金
者
擁
護
集
会

等
が
開
か
れ
物
情
騒
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
と
く
に
滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
同
行
の
歴
史
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
特
別
の
関
係
を
有
し
、

預
金
者
数
も
多
く
、
預
金
総
額
は
二
、
四
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
の
で
そ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
滋
賀
県
は
近
江
商
人
の
出
身
地
で
あ

る
が
、
彼
等
は
大
阪
、
京
都
あ
る
い
は
東
京
な
ど
大
都
市
で
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
近
江
銀
行
は
近
江
商
人
の
銀
行
と
し
て
、
滋
賀
県
あ
る
い

は
京
都
府
な
ど
で
吸
収
し
た
資
金
を
、
大
阪
市
あ
る
い
は
東
京
市
な
ど
に
お
い
て
放
出
す
る
と
い
う
傾
向
を
有
し
て
き
た
。
第
1
表
は
同
行
の

昭
和
二
年
四
月
｝
六
日
現
在
の
、
預
金
お
よ
び
貸
出
の
本
支
店
別
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
大
阪
の
本
店
お
よ
び
東
京
各
支
店
に

お
い
て
預
金
を
は
る
か
に
上
回
る
貸
出
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
同
行
整
理
後
の
日
銀
の
記
録
に
も
、
「
当
行
預
金
者
ハ
其

数
入
万
二
千
余
人
ノ
多
数
二
上
リ
、
小
ロ
ノ
モ
ノ
勘
カ
ラ
ス
、
調
印
ノ
困
難
ナ
ル
ヲ
思
ハ
シ
メ
タ
ル
カ
、
殊
二
滋
賀
県
下
二
於
テ
ハ
貸
出
少
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

専
ラ
預
金
ヲ
吸
収
シ
タ
ル
関
係
上
、
預
金
者
側
ノ
態
度
強
硬
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
滋
賀
県
下
に
お
い
て
は
、
三
百
円
以
下
の

小
口
預
金
者
が
二
万
七
千
口
も
あ
り
、
か
よ
う
な
小
口
預
金
者
に
対
し
、
近
江
銀
行
が
整
理
未
済
等
を
理
由
に
払
戻
し
を
行
な
わ
な
い
の
は
不

当
で
あ
る
と
し
、
県
選
出
の
国
会
議
員
、
産
業
組
合
関
係
者
、
市
町
村
長
総
代
ら
の
間
に
数
次
に
お
よ
ぶ
会
合
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
結
果
近
江



（第1表） 近江銀行の預金および貸出

　（昭和2年4月16日現在）

東　　京

e支店
関　　西

e支店
大阪本店 合　　計

預　　金

ﾝ　　出

千円
W，345

Q7，200

　千円
U5，276

T7，362

　千円
P8，520

S5，944

　千円
X2，141

P30，506

『日本金融史資料・昭和篇』第24巻，425頁。（出所）

銀
行
小
口
預
金
者
金
融
組
合
が
組
織
さ
れ
、
預
金
者
に
対
し
預
金
の
約
半
額
を
年
六
分
の
金
利
で
貸
付
け
る
と
い

っ
た
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
同
行
開
業
の
見
込
み
が
一
向
に
立
た
ず
、
七
月
二
四
日
に
は
大
津
市
公
会

堂
に
お
い
て
近
江
銀
行
滋
賀
県
預
金
者
大
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
大
会
決
議
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
決
議

　
近
江
銀
行
ハ
休
業
以
来
己
二
百
日
二
王
ン
ト
シ
廿
里
開
業
ノ
曙
光
ヲ
認
メ
ス
益
々
不
安
ノ
状
態
二
在
ル
モ
ノ
ノ

如
シ
同
行
ノ
開
業
力
如
斯
遷
延
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
預
金
者
ノ
苦
痛
愈
々
深
刻
ト
ナ
リ
倒
産
整
理
ノ
止
ム
ナ
キ
モ
ノ
累

々
ト
シ
テ
続
出
シ
県
下
産
業
及
経
済
上
二
蒙
ル
打
撃
甚
大
ニ
シ
テ
社
会
上
重
大
ナ
ル
事
態
ヲ
惹
起
ス
ル
ナ
キ
ヲ
恐

ル
依
テ
左
記
方
法
ヲ
實
行
シ
再
開
ノ
促
進
ヲ
要
望
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一、

ﾟ
江
銀
行
ノ
自
立
開
業
二
対
シ
特
別
援
助
ヲ
與
ヘ
ラ
ル
・
様
日
本
銀
行
へ
要
望
ス
ル
コ
ト

　
休
業
銀
行
復
活
方
法
ヲ
樹
立
シ
之
二
援
助
ヲ
與
ヘ
ラ
ル
・
ハ
日
本
銀
行
本
来
ノ
使
命
ナ
リ
ト
ス
況
ン
や
近
江
銀

行
二
対
シ
テ
ハ
日
本
銀
行
ハ
大
正
十
三
年
聲
明
ノ
責
任
上
特
別
ノ
援
助
ヲ
ナ
シ
速
二
開
業
医
シ
ム
ル
ノ
方
策
ヲ
立

テ
シ
メ
ラ
ル
・
ハ
當
然
ノ
責
務
ナ
リ
ト
信
ス

ニ
、
近
江
銀
行
重
役
ノ
私
財
提
供
ヲ
要
望
ス
ル
コ
ト

　
近
江
銀
行
重
役
ノ
大
多
数
ハ
本
県
出
身
ノ
富
豪
ニ
シ
テ
我
々
預
金
者
ハ
是
等
重
役
ヲ
信
認
シ
テ
預
入
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
本
県
出
身
重
役
ハ

預
金
者
二
損
失
ヲ
與
ヘ
サ
ル
程
度
二
於
テ
誠
意
ヲ
披
歴
シ
私
財
ヲ
提
供
シ
テ
速
二
開
業
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム

三
、
前
二
項
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
爲
メ
實
行
委
員
若
干
名
ヲ
選
ヒ
其
ノ
局
二
当
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
決
議
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日

近
江
銀
行
の
軌
跡

四
一



近
江
銀
行
の
軌
跡

四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
銀
行
滋
賀
県
預
金
者
團

　
今
村
正
美
滋
賀
県
知
事
も
県
民
の
打
撃
を
考
慮
し
、
預
金
者
大
会
の
翌
二
五
日
、
県
庁
に
県
下
の
産
業
組
合
そ
の
他
の
各
種
団
体
の
代
表
や

市
町
村
長
ら
の
代
表
を
集
め
、
銀
行
側
よ
り
保
井
頭
取
は
じ
め
、
伊
藤
忠
三
、
下
郷
五
平
、
、
阿
部
房
次
郎
ら
各
取
締
役
の
出
席
を
求
め
、
協
議

を
行
な
っ
て
い
る
。
同
日
今
村
知
事
は
銀
行
側
に
対
し
、
八
月
の
節
季
に
は
少
く
と
も
百
万
円
を
県
下
預
金
者
に
融
通
し
、
五
百
円
以
下
の
小

口
預
金
者
に
対
す
る
応
急
救
済
案
を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
、
銀
行
側
で
は
七
月
二
九
日
そ
の
回
答
を
行
う
こ
と
を
約
し
て
散
会
し
て
い
る
。

　
七
月
二
九
日
、
県
下
各
地
方
の
預
金
者
代
表
は
、
銀
行
側
の
回
答
を
得
る
べ
く
県
庁
に
つ
め
か
け
、
不
穏
の
情
勢
と
な
っ
た
の
で
、
県
で
は

警
察
部
長
官
舎
に
お
い
て
預
金
者
代
表
二
〇
名
と
銀
行
役
貝
ら
と
の
会
見
を
行
な
い
、
同
夜
一
〇
時
に
至
り
漸
く
散
会
し
た
。
し
か
し
県
の
あ

っ
旋
、
預
金
者
団
体
の
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
江
銀
行
の
単
独
整
理
は
進
捗
を
み
せ
ず
、
一
〇
月
に
至
り
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
放
棄
し
、
整

理
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
全
面
的
に
日
銀
に
委
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
日
銀
調
査
局
に
よ
る
近
江
銀
行
の
整
理
経
過
に
関
す
る
左
記
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
当
初
か
ら
同
行
重
役
ら
の
間
に
、
自
力
に
よ
る
営
業
再
会

へ
の
熱
意
が
と
ぼ
し
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
当
時
保
井
猶
造
頭
取
及
び
創
業
当
時
よ
り
勤
務
し
て
き
た
朝
倉
茂
次
郎
常
務
取
締
役
が

病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
現
役
員
ら
が
大
正
＝
二
年
の
整
理
に
際
し
私
財
提
供
を
行
な
い
な
が
ら
、
今
回
の
整
理
に
関
し
て
も
ま
た
犠

牲
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
か
ら
自
力
再
開
が
困
難
で
、
日
銀
に
対
し
開
業
後
の
経
営
は
新
役
員
の
選
任
に
ま
つ
べ
き
こ
と
を
懇
願

し
た
が
、
同
行
の
諒
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
か
よ
う
な
事
情
が
熱
意
を
失
わ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
日
銀
資
料
は
こ
の
間
の

事
情
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
休
業
直
後
頭
取
以
下
事
務
重
役
ハ
欠
損
ノ
多
額
ニ
シ
テ
到
底
単
独
整
理
ノ
見
込
ナ
キ
ヲ
察
シ
、
又
資
本
重
役
ハ
既
二
十
三
年
整
理
ノ
際
相

当
ノ
出
血
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ニ
埴
輪
単
独
開
店
セ
ン
カ
爲
メ
ニ
ハ
多
大
ノ
犠
牲
ヲ
払
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
而
モ
尚
今
後
モ
從
前
通
リ
ノ
関
係
ヲ
維
持
セ
ン

カ
、
事
ア
ル
毎
二
責
任
ヲ
負
フ
ノ
要
ア
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
此
際
単
独
開
業
ヨ
リ
寧
ロ
他
行
二
合
併
託
ン
ト
ノ
意
饗
ヲ
有
シ
タ
ル
モ
、
株
主
及
預



金
歯
ハ
何
レ
モ
単
独
開
業
ヲ
希
望
シ
、
取
引
先
モ
亦
斯
ノ
如
キ
特
色
ヲ
有
ス
ル
当
行
力
他
二
合
併
セ
ラ
ル
・
ヲ
喜
バ
サ
リ
シ
ヨ
リ
、
当
行
重
役

」
同
ハ
成
否
ヲ
疑
ヒ
ツ
・
モ
、
単
独
整
理
ノ
方
針
ヲ
樹
テ
タ
ル
カ
、
銀
行
内
容
ノ
調
査
、
整
理
案
ノ
作
製
ハ
第
三
者
二
依
頼
ス
ル
ヲ
可
ナ
り
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

シ
、
渡
辺
千
代
三
郎
氏
ヲ
煩
ハ
シ
整
理
ヲ
進
ム
ル
ニ
決
シ
タ
リ
。
L

　
渡
辺
は
実
業
界
の
長
老
で
あ
り
、
当
時
貴
族
院
議
員
を
つ
と
め
て
い
た
。
渡
辺
は
同
行
の
資
産
負
債
を
調
査
し
、
整
理
案
を
作
成
、
同
年
一

〇
月
日
銀
に
提
出
し
て
了
解
を
求
め
た
。
し
か
し
近
銀
の
重
役
側
に
、
単
独
整
理
後
も
同
行
に
留
任
し
、
再
建
に
当
ろ
う
と
す
る
者
が
な
か
っ

た
た
め
、
こ
の
整
理
案
は
採
用
さ
れ
ず
、
渡
辺
も
ま
た
同
行
と
の
関
係
を
断
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
日
銀
資
料
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
「
之
ヨ
リ
先
キ
本
行
二
四
テ
ハ
単
独
開
業
ノ
見
込
ナ
キ
ヲ
看
取
シ
、
六
月
々
央
ヨ
リ
当
行
休
業
当
時
（
四
月
十
六
日
）
ノ
資
料
二
黒
キ
、
其
資

産
負
債
ノ
内
容
ヲ
調
査
シ
ツ
・
ア
リ
シ
カ
、
調
査
ノ
進
捗
ス
ル
ニ
從
ヒ
、
益
々
単
独
整
理
ノ
困
難
ナ
ル
ヘ
キ
事
情
明
瞭
ト
ナ
リ
来
レ
り
、
一
方

当
行
重
役
モ
前
記
整
理
案
力
其
実
現
ノ
可
能
性
頗
ル
乏
シ
ク
、
単
独
開
業
ヲ
固
執
セ
ン
カ
徒
ラ
ニ
時
日
ヲ
瞭
シ
ク
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
益
々
資
産

ノ
内
容
ヲ
悪
化
セ
シ
メ
到
底
成
果
ヲ
挙
ケ
得
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
認
否
、
遂
二
十
月
二
十
日
単
独
整
理
ノ
方
針
ヲ
拠
棄
シ
、
同
二
十
二
日
渡
辺
千
代
三

郎
丸
ハ
右
整
理
打
切
二
関
ス
ル
声
明
書
ヲ
発
表
シ
ニ
十
五
日
近
江
銀
行
自
身
モ
亦
從
来
ノ
経
過
及
昭
和
銀
行
二
合
併
整
理
ノ
方
針
二
変
更
セ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
）

旨
ノ
声
明
ヲ
爲
ス
ニ
至
レ
リ
」

　
休
業
銀
行
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
政
府
お
よ
び
日
銀
が
関
与
し
、
単
独
再
開
、
休
業
銀
行
数
行
の
合
併
に
よ
る
新
銀
行
の
設
立
、
再
開
可
能

銀
行
に
対
す
る
日
銀
の
特
融
な
ど
、
種
々
の
方
策
が
検
討
さ
れ
た
が
、
休
業
銀
行
で
は
、
未
払
込
資
本
金
の
徴
収
、
積
立
金
の
全
額
取
崩
し
、

高
率
の
預
金
切
捨
、
重
役
の
私
財
提
供
な
ど
整
理
に
と
も
な
う
難
問
が
山
積
し
、
「
昭
和
二
年
末
ま
で
に
、
開
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
一
二
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

整
理
成
案
を
確
立
し
た
も
の
入
行
、
解
散
に
ふ
み
き
っ
た
も
の
一
行
で
あ
り
、
残
り
一
五
行
は
未
整
理
状
態
に
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
前
記
声
明
に
登
場
す
る
昭
和
銀
行
と
は
、
休
業
銀
行
の
整
理
促
進
の
た
め
に
、
政
府
、
日
銀
、
有
力
銀
行
が
協
議
の
う
え
、
東
西
お
よ
び
名

近
江
銀
行
の
軌
跡

四
三



近
江
銀
行
の
軌
跡

四
四

古
屋
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
団
が
発
起
人
と
な
り
、
本
店
を
東
京
に
お
き
、
資
本
金
一
、
0
0
0
万
円
の
新
銀
行
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ

り
、
昭
和
二
年
一
二
月
一
日
開
業
と
同
時
に
休
業
銀
行
の
整
理
に
着
手
し
て
い
る
。

　
昭
和
二
年
一
一
月
一
入
日
、
滋
賀
県
で
は
臨
時
県
会
に
お
い
て
、
近
江
銀
行
に
関
す
る
建
議
が
提
出
さ
れ
た
。
提
出
者
は
丸
橋
茂
平
（
愛
知

郡
選
出
）
ら
唐
名
、
賛
成
者
は
二
二
名
、
す
な
わ
ち
全
二
面
の
A
呈
息
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
建
議
に
お
い
て
は
同
行
に
対
す
る
県
下
の
預
金

額
二
千
余
万
円
、
そ
の
う
ち
産
業
組
合
の
預
金
だ
け
で
も
三
百
五
十
余
万
円
に
も
達
し
て
お
り
、
万
一
預
金
に
対
す
る
処
置
宜
し
き
を
得
ず
、

預
金
の
切
捨
て
等
に
よ
り
県
下
の
預
金
者
に
損
失
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
重
大
な
社
会
的
混
乱
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
則

ち
其
処
置
の
適
否
は
、
実
に
七
十
万
県
民
の
利
害
休
戚
に
直
接
間
接
の
大
関
係
を
有
し
、
県
の
公
益
上
座
視
す
る
を
得
ざ
る
も
の
あ
り
看
て
本

県
会
は
府
県
制
第
四
十
四
条
に
拠
り
本
県
知
事
及
内
務
大
臣
に
対
し
預
金
者
救
済
の
た
め
に
善
処
せ
ら
れ
ん
こ
を
要
求
す
る
は
刻
下
の
喫
緊
事

な
り
と
信
ず
」
註
さ
れ
て
い
る
・

　
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
日
銀
は
昭
和
銀
行
へ
の
合
併
を
前
提
と
し
て
近
位
の
整
理
を
進
め
て
い
た
が
、
預
金
者
側
は
こ
れ
に
不
安
を

抱
き
、
県
議
会
も
ま
た
こ
れ
に
応
じ
、
知
事
や
内
務
大
臣
に
預
金
者
救
済
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
近
江
銀
行
は
、
自
力
に
よ
る
立
て
直
し
を
断
念
し
、
整
理
の
上
新
銀
行
へ
の
合
併
を
決
め
て
い
た
が
、
日
銀
は
こ
れ
に
基
づ

き
十
二
月
下
旬
ま
で
に
同
行
の
資
産
負
債
の
査
定
を
終
了
し
、
整
理
案
を
ま
と
め
て
い
る
。
近
江
銀
行
資
産
負
債
査
定
表
整
理
案
（
一
〇
月
二

〇
日
現
在
）
を
み
る
と
、
資
産
の
部
の
貸
出
金
は
七
千
三
百
七
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
査
定
の
結
果
に
よ
る
と
回
収
不
能
額
が
三
千
七

百
七
十
一
万
入
千
円
に
上
り
、
現
在
貸
出
額
の
五
割
一
分
七
厘
に
達
し
て
い
た
。
一
方
負
債
の
部
の
預
金
に
つ
い
て
は
、
支
払
い
を
要
す
る
預

金
総
額
五
千
百
二
十
九
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
た
。
借
入
金
は
全
額
日
銀
か
ら
の
も
の
で
、
震
災
手
形
以
外
の
貸
出
額
千
八
百
二
十
二
万
円
は

担
保
処
分
に
よ
り
全
額
回
収
可
能
と
さ
れ
、
震
災
手
形
に
対
す
る
融
通
額
七
百
万
二
千
円
の
う
ち
回
収
見
込
高
二
十
五
万
円
余
を
控
除
し
、
借

入
金
残
高
は
六
百
七
十
五
万
一
千
円
と
査
定
さ
れ
て
い
た
。
前
記
の
査
定
に
よ
れ
ば
、
十
月
二
十
日
現
在
の
近
江
銀
行
の
欠
損
額
は
四
千
六
十



五
万
九
千
円
の
巨
額
に
達
し
て
い
た
。
日
銀
で
は
こ
の
欠
損
を
補
愼
す
る
た
め
に
左
記
各
項
を
充
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
（
一
）
昭
和
こ
年
｝
二
月
二
六
日
迄
の
払
込
済
資
本
金
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
七
二
三
、
五
こ
五
円

　
（
二
）
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
、
O
O
O
円

　
（
三
）
震
災
手
形
補
償
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
七
五
一
、
八
五
〇
円

　
（
四
）
震
災
手
形
利
子
免
除
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
入
二
、
○
八
五
円

　
（
五
）
株
主
預
金
（
株
金
払
込
二
充
当
ス
ヘ
キ
モ
ノ
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
○
、
○
○
○
円

　
（
六
）
重
役
提
供
資
金
（
株
金
払
込
二
充
当
ス
ヘ
キ
モ
ノ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
二
、
九
六
二
円

　
（
七
）
重
役
提
供
資
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
〇
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
、
七
七
〇
、
四
二
二
円

　
こ
れ
ら
の
補
墳
資
源
を
充
当
し
て
も
な
お
前
記
欠
損
額
に
対
し
｝
千
六
百
入
十
入
万
九
千
円
の
欠
損
を
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
た
め
に

預
金
の
切
捨
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
昭
和
三
年
一
月
一
五
日
、
近
江
銀
行
は
左
記
整
理
案
を
預
金
者
そ
の
他
の
債
権
者
に
送
付
し
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
承
諾
調
印
を
要
請
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
整
理
案

　
　
｝
　
審
査
ノ
結
果
二
抵
ル
當
行
資
産
負
債

　
　
　
（
イ
）
純
資
産
金
額
　
金
参
千
参
百
九
拾
四
萬
七
千
五
百
武
拾
四
圓
四
拾
五
銭

　
　
　
　
（
担
保
付
負
債
及
減
額
ヲ
受
ケ
ザ
ル
負
債
ヲ
差
引
キ
タ
ル
分
）

　
　
　
（
ロ
）
負
債
金
額
　
金
五
千
七
拾
四
萬
参
千
七
百
武
拾
壷
圓
参
拾
四
銭

　
　
　
　
（
百
四
拾
九
圓
四
拾
入
銭
以
下
ノ
預
金
及
減
額
ヲ
受
ケ
ザ
ル
負
債
ヲ
差
引
キ
タ
ル
金
額
）

近
江
銀
行
の
軌
跡

四
五



近
江
銀
行
の
軌
跡

四
六

　
　
二
、
當
行
ノ
資
産
二
三
ス
ル
ー
切
ノ
財
産
卜
之
二
均
衡
ス
ル
負
債
ト
ヲ
株
式
会
社
昭
和
銀
行
二
引
継
ギ
ヲ
爲
ス
事

　
　
三
、
百
四
拾
九
圓
四
拾
入
銭
以
下
ノ
預
金
及
無
担
保
債
権
（
昭
和
三
年
一
月
十
六
日
現
在
）
支
梯
方
法

　
　
　
　
預
金
及
無
担
保
債
椎
ノ
内
一
ロ
ノ
金
額
百
圓
未
満
ハ
全
額
ノ
御
支
梯
ヲ
爲
シ
百
圓
以
上
百
四
拾
九
圓
四
拾
入
銭
迄
ハ
百
圓
ヲ
御
支
梯

　
　
　
　
ヒ
致
シ
其
残
額
ハ
御
免
除
ヲ
願
フ
事
ト
ナ
リ
マ
ス

　
　
四
、
前
項
以
外
ノ
預
金
及
無
担
保
債
権
支
梯
ノ
方
法

　
　
　
（
参
割
参
分
登
厘
ノ
御
免
除
ヲ
願
フ
事
）

　
　
　
預
金
及
無
担
保
債
権
ノ
内
前
項
二
糠
リ
百
四
拾
九
圓
四
拾
八
銭
以
下
ノ
支
梯
ヲ
爲
ス
事
ト
致
シ
マ
ス
故
百
四
拾
九
圓
四
拾
入
銭
ヲ
超
ユ

　
　
　
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
マ
シ
テ
ハ
参
割
三
分
壷
厘
ノ
御
免
除
ヲ
御
願
ヒ
致
シ
残
額
ノ
六
割
六
分
九
厘
ハ
昭
和
銀
行
二
於
テ
御
参
彿
ヒ
致
ス
事
ト

　
　
　
ナ
リ
マ
ス

　
　
五
、
利
息
支
梯
ノ
件

　
　
　
利
息
ハ
預
金
全
額
二
対
ス
ル
昭
和
二
年
四
月
十
七
日
迄
ノ
分
ヲ
計
算
シ
其
六
割
六
分
九
厘
ヲ
御
支
部
ヒ
致
シ
其
残
額
及
同
年
四
月
十
八

　
　
　
日
以
後
ノ
利
息
ハ
御
免
除
ヲ
願
フ
事
ト
ナ
リ
マ
ス

　
　
六
、
未
着
込
株
金
ハ
日
下
猶
徴
求
中
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
此
整
理
案
二
戸
テ
遍
羅
セ
ラ
レ
タ
ル
金
額
ヲ
中
坐
テ
徴
収
シ
タ
ル
株
金
ア
ル
時
ハ

　
　
　
預
金
者
及
無
担
保
債
権
者
（
第
三
項
二
依
リ
特
別
ノ
支
梯
ヲ
爲
ス
ベ
キ
者
ヲ
除
ク
）
ノ
債
権
元
本
二
按
分
シ
昭
和
銀
行
二
於
テ
増
加
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
支
梯
致
ス
コ
ト
ト
ナ
リ
マ
ス

　
近
江
銀
行
に
お
い
て
は
、
こ
の
整
理
案
と
と
も
に
、
保
井
頭
取
名
で
預
金
者
ら
に
対
す
る
手
紙
を
発
送
し
て
い
る
。
県
内
で
も
見
る
こ
と
の

困
難
な
資
料
で
あ
る
の
で
敢
え
て
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
拝
啓
月
々
御
母
榮
奉
賀
上
灘
陳
者
弊
行
儀
永
々
休
業
致
居
多
大
の
御
迷
惑
相
掛
け
候
段
洵
に
申
課
昼
御
座
候
然
る
庭
大
蔵
省
並
に
日
本
銀



　
　
行
に
於
て
既
に
資
産
負
債
の
調
査
を
完
了
せ
ら
れ
新
設
の
株
式
会
社
昭
和
銀
行
に
引
継
ぎ
事
実
上
合
併
の
事
に
内
定
仕
り
別
紙
整
理
案
を

　
　
作
成
致
し
愛
に
御
承
認
を
懇
請
申
上
ぐ
る
次
第
に
御
座
候
尤
も
弊
行
に
於
て
は
極
力
未
彿
込
株
金
の
梯
込
を
爲
さ
し
め
た
る
上
資
本
金
積

　
　
立
金
の
全
部
を
切
崩
し
役
員
よ
り
私
財
五
百
拾
萬
圓
の
提
供
を
爲
し
且
つ
政
府
に
於
か
れ
て
も
多
大
の
犠
牲
を
梯
は
れ
弊
行
震
災
手
形
債

　
　
務
金
六
百
七
拾
五
萬
絵
圓
を
免
除
せ
ら
れ
尚
日
本
銀
行
に
於
て
も
不
出
思
典
を
與
へ
ら
れ
候
得
共
猶
ほ
多
額
の
負
債
超
過
と
相
成
り
墨
銀

　
　
て
煙
管
に
堪
へ
ざ
る
義
に
御
座
候
而
し
て
資
産
負
債
の
均
衡
を
得
せ
し
め
之
を
昭
和
銀
行
に
引
継
ぐ
爲
め
に
は
誠
に
申
気
無
之
儀
に
候
得

　
　
共
絵
儀
な
く
右
負
債
超
過
額
だ
け
は
預
金
並
に
無
担
保
債
権
の
一
部
御
免
除
相
願
ふ
よ
り
外
致
方
無
骨
次
第
に
立
到
り
申
候
就
て
は
是
迄

　
　
不
勘
御
迷
惑
相
掛
け
尚
ほ
此
上
多
大
の
御
負
担
を
願
上
難
事
は
甚
だ
申
上
兼
候
義
に
御
座
相
思
共
何
卒
御
寛
大
の
御
思
召
を
以
て
本
整
理

　
　
案
に
対
し
柾
げ
て
御
承
諾
被
成
下
車
偏
に
奉
願
上
候
幸
に
御
承
諾
を
得
候
は
ば
昭
和
銀
行
に
撃
て
は
本
整
理
案
に
擦
り
滞
り
な
く
御
預
金

　
　
を
御
主
梯
可
申
上
候
得
共
萬
一
不
幸
に
し
て
御
承
諾
を
得
難
く
自
然
弊
行
が
清
算
状
態
に
移
り
候
様
の
事
有
之
候
て
は
蕾
に
震
災
手
形
債

　
　
務
の
免
除
を
受
得
ざ
る
而
巳
な
ら
ず
｝
時
に
預
金
男
憎
資
金
の
調
達
を
得
難
き
は
勿
論
財
産
の
換
債
庭
分
も
亦
容
易
な
ら
ず
結
局
預
金
者

　
　
並
に
無
担
保
債
権
者
各
位
に
此
上
一
層
多
大
の
御
迷
惑
相
掛
け
候
結
果
と
可
相
粗
塗
だ
憂
慮
に
不
堪
義
に
御
座
候
此
等
の
事
情
篤
と
御
賢

　
　
察
被
成
下
御
不
満
足
は
重
々
恐
察
仕
候
得
票
何
卒
御
諒
恕
の
上
別
紙
承
諾
書
に
御
調
印
御
返
送
賜
は
り
候
は
ば
難
有
奉
存
候

　
　
申
迄
も
無
之
候
得
共
幸
ひ
各
位
の
御
承
諾
を
得
て
諸
般
の
手
粗
相
運
び
昭
和
銀
行
に
資
産
負
債
を
引
継
ぎ
一
日
も
早
く
御
預
金
梯
戻
奉
行

　
　
の
運
び
と
髄
質
候
朝
事
情
御
諒
察
至
急
美
景
の
程
奉
書
候
甚
だ
黒
総
以
書
中
御
報
告
勇
愚
妻
黒
眼
上
葦
囲
斯
編
早
馬
覧

　
こ
の
整
理
案
発
送
当
時
、
近
江
銀
行
の
預
金
者
総
数
陥
入
万
七
千
人
で
、
そ
の
う
ち
「
四
九
円
四
入
銭
以
下
の
預
金
者
数
は
約
五
万
七
千
人

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
整
理
案
に
掲
げ
た
手
続
き
に
よ
り
預
金
の
支
払
い
を
行
な
う
場
合
に
は
、
調
印
を
必
要
と
す
る
預
金
者
は
三
万
余
人

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
滋
賀
県
下
に
お
い
て
は
昭
和
三
年
｝
月
二
九
日
、
大
津
市
公
会
堂
に
お
い
て
、
県
下
預
金
者
委
員
会
が
開
催
さ
れ
各
郡
市
委
員
六
五
名
が
出

近
江
銀
行
の
軌
跡

四
七



近
江
銀
行
の
軌
跡

四
八

席
、
先
の
整
理
案
に
対
し
承
諾
書
を
提
出
す
る
や
否
や
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
近
江
銀
行
あ
る
い
は
重
役
ら
に
対

す
る
批
判
が
厳
し
く
、
容
易
に
結
論
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
く
に
滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
産
業
組
合
や
信
連
の
預
金
が
、
他
府
県
に
比
し
て

普
通
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
と
り
わ
け
近
江
銀
行
に
対
す
る
預
金
額
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
、

産
業
組
合
や
信
連
の
役
員
ら
の
反
発
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
承
諾
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
近
江
銀
行
に
対
し
て
も
さ
ら
に
交

渉
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
委
員
会
決
議
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
縣
下
近
江
銀
行
預
金
者
委
員
会
決
議

　
　
一
、
近
江
銀
行
ヨ
リ
申
出
デ
ノ
預
金
一
部
ノ
減
免
案
ヲ
承
諾
ス
ル
コ
ト

　
　
　
縣
下
預
金
者
ハ
書
初
ヨ
リ
同
行
ノ
自
立
開
業
ヲ
要
望
セ
ル
モ
同
行
重
役
ハ
誠
意
ト
勇
気
二
鉄
ク
ル
所
ア
リ
丑
日
吾
等
ノ
要
望
ハ
之
レ
ヲ

　
　
　
達
成
シ
得
ザ
リ
シ
ヲ
遺
憾
ト
ス
其
昭
和
銀
行
二
合
併
ト
内
決
セ
ル
や
之
レ
が
整
理
案
作
製
二
型
シ
日
銀
二
於
ケ
ル
同
行
ノ
資
産
査
定
及

　
　
　
日
銀
が
近
銀
二
封
ス
ル
大
正
十
三
年
ノ
聲
明
二
拘
ラ
ズ
其
鳥
撃
減
免
額
ノ
僅
少
ナ
リ
シ
ト
並
二
重
役
私
財
提
供
額
ノ
言
明
二
比
シ
減
セ

　
　
　
ル
等
重
役
ノ
誠
意
鉄
乏
ト
努
力
ノ
不
充
分
ナ
ル
丁
重
ネ
テ
吾
等
ノ
遺
憾
ト
ス
ル
庭
ナ
リ
然
レ
ド
モ
震
災
手
形
ノ
補
償
ハ
吾
人
ノ
要
望
ヲ

　
　
　
容
レ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
思
ヒ
新
株
携
込
徴
収
ニ
ツ
キ
テ
ハ
今
や
最
善
ノ
方
法
ヲ
取
り
テ
之
レ
が
働
行
中
二
属
ス
ル
ト
聞
ク
公
表
セ
ル
整
理
案

　
　
　
二
不
満
ノ
貼
多
々
ア
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
預
金
免
除
二
承
諾
ヲ
與
ヘ
ザ
ル
ニ
於
テ
ハ
五
月
入
日
特
別
融
資
ノ
期
間
ヲ
春
野
遂
二
拾
収
ス
ベ
カ

　
　
　
ラ
ザ
ル
ノ
結
果
ヲ
招
来
ス
ル
ヲ
虞
ル
ヲ
以
テ
縣
下
預
金
者
ハ
此
際
洩
レ
ナ
ク
承
諾
調
印
シ
単
二
預
金
今
世
シ
ノ
實
行
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ン

　
　
　
コ
ト
ヲ
希
望
ス
整
理
案
帰
依
ル
ト
キ
ハ
新
株
ノ
食
込
豫
定
額
以
上
ノ
佛
込
中
之
レ
ヲ
預
金
者
二
第
二
次
配
當
ヲ
爲
ス
ベ
シ
ト
ア
リ
我
等

　
　
　
預
金
者
ハ
此
携
込
額
ハ
勿
論
重
役
ノ
私
財
提
供
不
足
額
四
拾
萬
圓
ノ
提
供
實
行
草
其
ノ
他
預
金
者
ノ
利
益
ヲ
謀
ル
爲
メ
今
後
重
役
二
於

　
　
　
テ
ハ
最
善
ノ
努
力
ト
最
後
ノ
誠
意
ヲ
選
言
シ
第
二
次
上
辺
額
ハ
三
分
一
厘
以
上
タ
ル
ベ
キ
ニ
努
含
量
テ
前
後
相
通
ジ
テ
預
金
免
除
額
ノ

　
　
　
三
割
以
内
タ
ル
コ
ト
ヲ
近
銀
重
役
二
要
望
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス



　
　
二
、
新
株
梯
込
ハ
最
善
ノ
方
法
二
依
リ
徹
底
的
二
徴
収
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　
　
三
、
整
理
案
ノ
具
体
的
内
容
ノ
証
明
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト

　
　
四
、
整
理
案
中
新
株
携
込
ノ
豫
定
額
ヲ
明
示
セ
シ
メ
今
後
梯
込
額
ヲ
委
員
二
報
告
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
五
、
整
理
案
作
成
以
降
ノ
収
支
計
算
ヲ
委
員
二
報
告
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　
そ
の
後
同
行
に
お
い
て
は
、
未
払
込
株
金
の
払
込
み
や
、
重
役
の
私
財
提
供
額
を
三
〇
万
円
増
加
し
て
五
四
〇
万
円
と
し
、
預
金
切
捨
率
も

当
初
の
三
割
三
分
五
厘
か
ら
三
割
三
厘
に
引
き
下
げ
、
昭
和
三
年
三
月
一
五
日
現
在
の
査
定
表
を
作
成
、
漸
く
三
月
二
入
日
の
債
権
者
集
会
で

整
理
案
の
可
決
を
み
る
こ
と
と
な
り
、
同
三
〇
日
、
昭
和
銀
行
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
江
銀
行
役
員
の
な
か
で
破
綻
か
ら
整
理
に
至
る
ま
で
努
力
を
続
け
た
の
は
、
阿
部
房
次
郎
で
あ
っ
た
。
彼
は
大
正
一
五
年
六
月
二
一
日
東

洋
紡
の
社
長
に
就
任
、
七
月
九
日
に
は
大
日
本
紡
績
連
合
会
の
委
員
長
に
就
任
す
る
な
ど
要
職
に
あ
っ
た
が
、
近
世
整
理
の
矢
面
に
立
っ
て
墨

力
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
破
綻
の
後
始
末
が
一
段
落
し
た
あ
と
、
事
件
の
経
過
を
記
録
し
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
実
に
本
件
は
我
が
終
生
の
失
策
に
し
て
、
精
神
、
物
質
的
共
に
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
苦
楚
を
嘗
め
之
が
た
め
厭
世
の
感
を
起
せ
る
こ
と
度
々

な
り
き
、
ロ
ハ
此
間
に
あ
り
て
責
任
を
重
ん
じ
事
の
解
決
を
告
げ
ん
と
の
念
を
以
て
此
の
大
困
難
に
打
勝
ち
不
満
裡
な
が
ら
終
了
を
興
し
は
些
か

自
か
ら
慰
む
る
に
足
る
、
身
心
の
健
全
な
り
し
は
単
へ
に
天
の
賜
と
云
ふ
可
し
。
我
が
子
孫
は
余
の
比
の
苦
労
を
銘
記
し
將
来
人
の
金
を
預
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
1
）

業
に
は
］
切
関
係
す
べ
か
ら
ず
一
人
一
業
の
モ
ッ
ト
ー
の
下
に
努
力
し
て
此
の
失
敗
を
再
び
す
べ
か
ら
ず
、
後
日
の
爲
め
概
略
を
記
し
置
く
」

と
。　

昭
和
銀
行
の
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
小
論
の
対
象
外
と
な
る
が
、
簡
単
に
記
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
述
の
よ
う

な
経
過
に
よ
り
昭
和
銀
行
が
新
設
、
発
足
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
準
戦
時
体
制
あ
る
い
は
戦
時
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
次
第
に
銀
行

合
同
の
気
運
が
高
ま
り
、
政
府
の
指
導
の
下
に
銀
行
の
再
編
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
下
に
安
田
銀
行
に
よ
り
、

近
江
銀
行
の
軌
跡

四
九



近
江
銀
行
の
軌
跡

五
〇

昭
和
、
日
本
昼
夜
、
日
本
信
託
、
第
三
な
ど
各
行
の
合
併
が
推
進
さ
れ
、
昭
和
銀
行
も
同
行
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
近
江

銀
行
な
ど
休
業
銀
行
を
合
併
し
て
設
置
さ
れ
た
昭
和
銀
行
、
ま
さ
に
昭
和
金
融
恐
慌
の
落
し
子
と
も
い
う
べ
き
同
行
は
、
昭
和
一
九
年
に
至
り

安
田
銀
行
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

11　10　987654321
日
本
銀
行
調
査
部
編
、
前
掲
書
、
四
三
七
頁
。

筆
者
所
蔵
資
料
に
よ
る
。

日
本
銀
行
調
査
部
編
、
前
掲
書
、
四
三
一
頁
。

同
右
、
四
三
三
頁
。

高
橋
亀
吉
・
森
垣
淑
『
昭
和
金
融
恐
慌
史
』
財
団
法
人
清
明
会
出
版
部
、
昭
和
四
三
年
、
二
〇
〇
～
二
〇
↓
頁
。

『
昭
和
二
年
第
　
回
臨
時
滋
賀
県
会
会
議
録
』
第
二
号
。

整
理
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
調
査
部
編
、
前
掲
書
、
四
三
三
～
四
三
七
頁
を
参
照
し
た
。

筆
者
所
蔵
資
料
に
よ
る
。

筆
者
所
蔵
資
料
に
よ
る
。

筆
者
所
蔵
資
料
に
よ
る
。

熊
川
千
代
喜
、
前
掲
書
、
三
二
〇
頁
。

む
す
び

　
近
江
銀
行
の
設
立
か
ら
破
綻
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
、
と
く
に
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
か
ら
、
昭
和
金
融
恐
慌
期
に
か
け
て
の
期
間
に
焦
点

を
お
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

　
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
期
に
は
多
数
の
銀
行
が
休
業
、
解
散
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
原
因
は
も
と
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
銀
行

に
よ
り
事
情
を
異
に
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
ほ
ぼ
共
通
に
指
摘
し
う
る
こ
と
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
放
置
な
貸
出

し
に
よ
る
資
金
の
固
定
化
と
、
そ
の
後
に
お
け
る
整
理
の
不
徹
底
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
銀
調



査
局
「
関
東
震
災
ヨ
リ
昭
和
二
年
金
融
恐
慌
二
至
ル
我
財
界
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
要
ス
ル
ニ
大
戦
好
況
時
著
シ
ク
拡
大
セ
ル
我
財
界
ハ
大
正
九
年
ノ
反
動
及
大
正
十
二
年
ノ
震
災
二
大
打
撃
ヲ
受
ケ
乍
ラ
種
々
ナ
ル
事
情
ノ

爲
メ
ニ
整
理
ノ
徹
底
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
其
後
モ
財
界
ノ
不
況
ハ
依
然
革
マ
ル
模
様
ナ
ク
銀
行
ノ
中
資
産
二
多
大
ノ
欠
損
ヲ
包
蔵
シ
從
テ
預
金

二
対
ス
ル
支
払
準
備
二
乏
シ
キ
ハ
勿
論
結
局
二
品
テ
預
金
ヲ
確
保
ス
ヘ
キ
資
産
ヲ
失
ヒ
乍
ラ
表
面
ヲ
糊
塗
セ
ル
四
過
キ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
軽
微

ナ
ル
刺
戟
ニ
モ
堪
へ
得
サ
ル
程
度
二
内
容
悪
化
セ
ル
処
昭
和
二
年
春
議
会
二
於
ケ
ル
震
災
手
形
問
題
ノ
紛
糾
ヲ
動
機
ト
シ
テ
ニ
三
不
良
銀
行
ノ

内
情
力
世
上
二
曝
露
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果
一
般
人
心
ノ
動
揺
ヲ
惹
起
シ
遂
二
銀
行
全
般
二
対
ス
ル
不
信
ト
ナ
リ
全
国
的
二
預
金
ノ
取
付
ヲ
生
シ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
因
テ
基
ク
所
遠
ク
且
深
キ
モ
ノ
存
ス
ル
ナ
リ
」
と
。

　
前
述
の
所
見
は
昭
和
金
融
恐
慌
の
原
因
を
端
的
に
指
摘
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
わ
が
国
に
お
け
る
金
融
行
政
の
不
備
に
も
多
く
の

問
題
が
存
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
明
治
中
期
以
来
昭
和
初
年
に
至
る
ま
で
経
営
基
盤
の
脆
弱
な
中
小
銀
行
が
濫
立
し
、
し
か
も
業
務
に
お
け
る
前
近
代
的

な
性
格
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
ひ
と
た
び
不
況
や
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
預
金
の
取
付
け
や
休
業
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ

る
と
い
っ
た
不
健
全
な
状
態
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
わ
が
国
の
普
通
銀
行
は
、
本
来
の
機
能
で
あ
る
短
期
の
商
業
金
融
に
と
ど
ま
ら
ず
、

積
極
的
に
産
業
金
融
に
進
出
し
、
し
か
も
特
定
の
企
業
あ
る
い
は
業
界
と
密
接
な
結
び
つ
き
を
維
持
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
下

の
好
況
時
に
お
け
る
関
係
業
界
へ
の
乱
脈
融
資
な
ど
そ
の
好
例
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
体
質
が
放
書
な
貸
付
け
を
許
容
し
、
銀
行
経
営
上
重
大

な
障
害
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
近
江
銀
行
の
破
綻
に
つ
い
て
も
、
か
よ
う
な
背
景
が
重
要
な
原
因
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
し

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
青
山
秀
夫
、
西
川
徹
の
両
氏
は
第
一
次
大
戦
期
の
日
本
経
済
の
発
展
過
程
に
言
及
し
、
「
こ
の
時
期
に
お
け
る
生
産
の
拡
大
、
ま
た
産
業
構
造

の
重
化
学
工
業
化
の
傾
向
に
対
し
て
、
日
本
経
済
に
残
存
し
て
い
た
前
近
代
的
な
要
素
（
特
に
金
融
組
織
）
は
一
種
の
摩
擦
要
因
で
あ
り
、
か
の

近
江
銀
行
の
軌
跡

五
一



近
江
銀
行
の
軌
跡

五
二
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2
）

第
一
次
大
戦
後
か
ら
昭
和
初
頭
に
至
る
ま
で
引
続
い
て
起
っ
た
金
融
恐
慌
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
一
つ
の
重
要
な
原
因
を
な
し
た
し
と
さ
れ
、

さ
ら
に
「
両
大
戦
間
の
前
半
期
、
即
ち
大
正
九
年
か
ら
昭
和
六
年
に
至
る
時
期
の
日
本
経
済
の
姿
は
、
や
や
大
胆
に
図
式
化
し
て
言
う
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

実
物
的
な
面
に
お
け
る
急
速
な
発
展
と
近
代
化
、
及
び
そ
の
近
代
化
と
金
融
的
な
面
で
の
前
近
代
性
と
の
間
の
摩
擦
に
も
と
つ
く
混
乱
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
銀
行
経
営
者
に
は
三
井
銀
行
の
中
上
川
彦
次
郎
の
よ
う
に
、
優
れ
た
見
識
を
も
つ
人
々
も
存
在
し
た
が
、
地
方
の
中
小
銀
行
な
ど

で
は
地
方
の
資
産
家
が
経
営
に
当
り
、
そ
の
多
く
が
銀
行
経
営
の
原
則
を
も
知
ら
ぬ
経
営
者
で
あ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
不
況
に
際

し
事
業
界
整
理
の
推
進
力
と
し
て
役
立
た
ざ
る
の
み
か
、
自
か
ら
も
ま
た
政
府
の
救
済
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
経
営
者
が
少
く
な
か
っ
た
。

　
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
を
機
に
わ
が
国
経
済
は
長
期
不
況
に
当
面
す
る
こ
と
と
な
り
、
業
界
か
ら
の
救
済
運
動
が
台
頭
し
、
財
界
と
政
治
と

の
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
、
経
済
の
合
理
性
が
政
治
的
配
慮
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
が
一
般
化
し
た
。
日
銀
に
よ
る
震
災
手
形
の

再
割
引
問
題
が
、
大
き
な
政
治
問
題
と
し
て
昭
和
金
融
恐
慌
を
引
き
起
す
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
そ
の
好
例
で
あ
っ
た
。
大
正
九

年
以
降
の
わ
が
国
の
動
向
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
保
護
関
税
、
補
助
金
、
輸
入
規
制
、
あ
る
い
は
政
府
低
利
資
金
の
供
給
や
日
銀
に

よ
る
特
別
融
通
な
ど
が
そ
の
重
要
性
を
高
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
企
業
が
政
治
的
手
段
を
通
じ
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
レ
ソ
ト
・
シ
ー
キ

ン
グ
活
動
の
台
頭
で
あ
っ
た
。
財
界
救
済
対
策
、
恐
慌
対
策
の
た
め
に
、
日
銀
の
特
別
融
通
が
活
用
さ
れ
、
大
蔵
省
預
金
部
資
金
の
運
用
対
象

も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
中
に
は
当
面
焦
眉
の
急
務
に
対
応
す
る
た
め
の
、
場
当
り
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
救
済
対
策
に
過
ぎ
な
い

も
の
も
多
く
、
あ
る
い
は
本
来
の
意
図
を
逸
脱
し
て
、
長
期
に
わ
た
り
持
続
さ
れ
る
場
合
も
少
く
な
か
っ
た
。
日
銀
に
よ
る
特
別
融
通
に
お
い

て
も
、
業
界
内
部
に
政
府
に
よ
る
保
護
、
救
済
を
む
し
ろ
当
然
と
す
る
よ
う
な
態
度
を
育
成
し
、
結
果
的
に
財
界
の
整
理
を
遅
滞
さ
せ
、
や
が

て
昭
和
金
融
恐
慌
を
惹
起
す
る
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
近
江
銀
行
に
お
い
て
、
他
行
に
比
し
て
特
色
と
さ
れ
る
点
は
、
同
行
が
い
わ
ゆ
る
近
江
商
人
の
手
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
取
引
に
お
い
て
綿



糸
、
綿
布
業
な
ど
繊
維
産
業
と
終
始
密
接
な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
行
設
立
以
来
繊
維
関
係
の
業
界
人
と
し
て
関
西
財

界
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
人
々
が
、
そ
の
事
業
の
傍
ら
銀
行
経
営
に
も
役
員
と
し
て
参
加
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等
は
銀
行
経

営
者
と
し
て
は
素
人
で
あ
り
、
ま
た
銀
行
経
営
に
専
念
す
る
こ
と
も
本
業
と
の
関
係
で
不
可
能
で
あ
っ
た
。
同
行
は
す
で
に
明
治
三
〇
年
代
よ

り
日
本
銀
行
と
深
い
関
係
を
有
し
、
資
金
面
で
の
援
助
と
と
も
に
、
さ
ら
に
同
行
よ
り
役
員
の
派
遣
を
え
、
と
く
に
大
正
一
三
年
よ
り
そ
の
傾

向
が
著
し
く
強
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
近
江
銀
行
は
そ
の
経
営
の
実
権
を
日
銀
出
身
の
頭
取
や
役
員
ら
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
お

り
、
近
江
商
人
出
身
の
役
員
達
の
主
体
性
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
役
員
相
互
の
間
に
結
束
を
欠
き
、
日
銀
依
存
に

傾
斜
し
て
き
た
側
面
を
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
近
江
銀
行
に
お
け
る
か
よ
う
な
体
質
は
、
世
人
一
般
か
ら
は
む
し
ろ
信
頼
を
寄

せ
ら
れ
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
預
金
者
の
多
か
っ
た
滋
賀
県
下
な
ど
に
お
い
て
は
、
県
出
身
の
豪
商
に
対
し
て
は
多
大
の
信
頼
を
寄
せ
て
お

り
、
銀
行
業
績
の
内
容
と
い
っ
た
観
点
よ
り
も
、
む
し
ろ
役
員
に
誰
が
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
銀
行
に
お
け
る
信
用
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
同
行
と
日
銀
と
の
関
係
も
ま
た
一
層
の
信
頼
を
同
行
に
寄
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
近
江
銀
行
自
体
の
悲
劇
が
存

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
金
融
恐
慌
後
の
整
理
の
過
程
に
お
い
て
、
未
払
い
込
み
資
本
金
の
取
立
て
、
積
立
金
の
取
崩
し
と
い
っ
た
措
置
以
外

に
、
重
役
の
私
財
提
供
を
当
然
の
道
義
上
の
責
務
と
し
た
り
、
多
年
に
わ
た
る
日
銀
と
の
関
係
上
、
同
行
に
よ
る
救
済
を
当
然
の
義
務
と
す
る

発
言
が
繰
返
さ
れ
た
の
も
、
当
時
の
同
行
に
対
す
る
世
人
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
処
置
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
近
江
銀
行
を
も
含
め
て
、
昭
和
初
年
当
時
の
銀
行
経
営
に
は
、
多
く
の
前
近
代
的
側
面
や
問
題
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
昭
和
金
融
恐

慌
に
際
し
か
よ
う
な
欠
陥
が
文
字
通
り
露
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
し
て
か
よ
う
な
事
態
が
や
が
て
金
融
事
業
の
前
近
代
性
を
改
善
さ
せ
る

一
つ
の
契
機
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
恐
慌
と
い
う
大
手
術
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
永
く
わ
が
財
界
及
び
金
融
界
を
圧
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

た
大
小
幾
多
の
癌
を
根
本
的
に
整
理
す
る
」
に
至
り
、
わ
が
国
の
銀
行
経
営
は
金
融
恐
慌
以
後
漸
く
安
定
性
の
高
い
企
業
と
し
て
発
展
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
江
銀
行
の
軌
跡

五
三



近
江
銀
行
の
軌
跡

五
四

（
1
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
（
第
二
二
巻
）
八
六
八
頁
。

（
2
）
（
3
）
　
青
山
秀
夫
編
『
日
本
経
済
と
景
気
変
動
』
、
創
文
社
、
昭
和
三
二
年
、
】
五
頁
。

（
4
）
　
高
橋
亀
吉
『
大
正
昭
和
財
界
変
動
史
（
中
巻
）
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
三
〇
年
、
七
一
五
頁
。


